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はじめに

このドキュメントは、Oracle Solaris 11システムインストールツールのマニュアル
ページを提供します。

概要
次に、マニュアルページの各セクションと、そこに含まれている情報について簡単
に説明します。

■ セクション 1では、オペレーティングシステムで利用可能なコマンドについて説
明します。

■ セクション 1Mでは、システムの保守および管理目的で主に使用するコマンドに
ついて説明します。

■ セクション 5には、文字セット表などのその他のドキュメントが含まれていま
す。

以下に、マニュアルページの一般的な形式を示します。一般に、各マニュアルセク
ションのマニュアルページはこの順序に従いますが、必要な見出しのみが含まれて
います。たとえば、レポートするバグがない場合は、「使用上の留意点」セク
ションはありません。一般的なマニュアルページの詳細については、manコマンドを
参照してください。

名前 このセクションでは、ドキュメント化されたコマンドまたは関数
の名前に続いて、その動作について簡単な説明を示します。

形式 このセクションでは、コマンドまたは関数の構文を示します。コ
マンドまたはファイルが標準パスに存在しない場合は、そのフル
パス名が表示されます。異なる引数順序が必要でないかぎり、オ
プションおよび引数はアルファベット順 (1番目に単一文字の引
数、次に引数が付いたオプション)で表示されます。

このセクションでは、次の特殊文字が使用されています。

[ ] 角括弧。角括弧で囲まれたオプションまたは引数は省
略可能です。角括弧を省略した場合は、引数を指定す
る必要があります。
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. . . 省略記号。前の引数に複数の値を指定したり、前の引
数を複数回指定したりできます (例: "filename . . .")。

| 区切り文字。この文字で区切られた引数のうち 1つの
みを一度に指定できます。

{ } 中括弧。中括弧で囲まれたオプション・引数は相互に
依存しており、1つの組として取り扱う必要がありま
す。

プロトコル このセクションは、サブセクション 3Rでのみ発生し、プロトコ
ルの説明ファイルを示します。

機能説明 このセクションでは、サービスの機能および動作を定義しま
す。つまり、コマンドの動作について簡潔に説明しています。オ
プションについて説明したり、例を示したりはしていません。対
話型のコマンド、サブコマンド、要求、マクロ、および関数につ
いては、「使用法」で説明されています。

オプション このセクションでは、各オプションの動作についての簡潔なサマ
リーとともに、コマンドのオプションを一覧表示します。オプ
ションは文字順および「形式」セクションで表示される順序で一
覧表示されます。オプションに指定可能な引数については「オプ
ション」で説明され、該当する場合はデフォルト値が示されま
す。

オペランド このセクションでは、コマンドのオペランドを一覧表示し、コマ
ンドの動作への影響について説明します。

出力 このセクションでは、コマンドで生成される出力 (標準出力、標
準エラー、または出力ファイル)について説明します。

戻り値 マニュアルページに値を戻す関数について記載されている場
合、このセクションでは、これらの値を一覧表示し、値が戻され
る条件について説明します。関数が定数値 (0や -1など)のみを戻
すことができる場合は、これらの値がタグ付きの段落に一覧表示
されます。それ以外の場合は、単一の段落で各関数の戻り値につ
いて説明します。voidが宣言された関数は値を戻さないた
め、「戻り値」では説明しません。

エラー 大部分の関数は失敗時に、エラーの原因を示すエラーコードをグ
ローバル変数 errnoに配置します。このセクションでは、関数が
生成できるすべてのエラーコードをアルファベット順に一覧表示
し、各エラーが発生する条件について説明します。複数の条件で
同じエラーが発生する可能性がある場合は、エラーコードの下に
ある個別の段落で各条件について説明します。

はじめに
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使用法 このセクションでは、詳細な説明を必要とする特別な規則、機
能、およびコマンドを一覧表示します。ここで一覧表示するサブ
セクションを使用して、組み込み機能について説明します。

コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 このセクションでは、コマンドまたは関数の使用例または使用方
法を示します。可能なかぎり、コマンド行エントリおよびマシン
応答を含む完全な例が表示されます。例が示される場合は、常に
プロンプトは example%と表示され、ユーザーが
スーパーユーザーになる必要がある場合は、example#と表示さ
れます。例に続いて、説明、変数の置換規則、または戻り値が表
示されます。ほとんどの例は、「形式」、「機能説明」、「オプ
ション」、および「使用法」に記載されたコンセプトを例証して
います。

環境変数 このセクションでは、コマンドまたは関数によって影響を受ける
環境変数を一覧表示したあとに、その影響について簡潔に説明し
ます。

終了ステータス このセクションでは、コマンドが呼び出し元のプログラムまたは
シェルに戻す値、およびそれらの値が戻される条件を一覧表示し
ます。通常、正常に完了した場合はゼロが戻され、さまざまなエ
ラー状況の場合はゼロ以外が戻されます。

ファイル このセクションでは、マニュアルページで参照されるすべての
ファイル名、対象のファイル、およびコマンドによって作成また
は要求されるファイルを一覧表示します。各ファイルのあと
に、説明的なサマリーまたは説明が続きます。

属性 このセクションでは、属性タイプおよび対応する値を定義し
て、コマンド、ユーティリティー、およびデバイスドライバの特
性を一覧表示します。詳細については、attributes(5)のマ
ニュアルページを参照してください。

関連項目 このセクションでは、その他のマニュアルページ、Oracleのド
キュメント、および社外出版物への参照を一覧表示します。

診断 このセクションでは、エラーが発生する条件についての簡単な説
明とともに、診断メッセージを一覧表示します。

はじめに
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警告 このセクションでは、作業状況に著しく影響を与える可能性のあ
る特別な条件についての警告を一覧表示します。これは診断の一
覧ではありません。

注意事項 このセクションでは、ページのどこにも属さない追加情報を一覧
表示します。これはユーザーへの余談という形式を取り、特別に
関心がある点について扱います。重大な情報については、ここで
は扱いません。

使用上の留意点 このセクションでは、既知のバグについて説明し、可能な場合は
回避方法を示します。

はじめに
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システム管理コマンド

参 照
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aimanifest – Automated Installer (AI)を使用したXMLファイルの変更

/usr/bin/aimanifest [-h]

aimanifest add [-r] path value

aimanifest get [-r] path

aimanifest set [-r] path value

aimanifest load [-i] filename

aimanifest validate

aimanifestコマンドは、新しいXMLマニフェストを作成するか、既存のXMLマニ
フェストを変更します。aimanifestはDTD定義への有効な !DOCTYPE参照を含む
XMLファイルで使用できますが、本来はAutomated Installer (AI)によって使用され
る派生マニフェストを作成するためのものです。AI派生マニフェストについて
は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照してください。

aimanifestコマンドは、マニフェストを作成するために複数回呼び出すことができ
ます。AIM_MANIFEST環境変数は、変更する aimanifestのマニフェストの場所を指定
します。AIM_MANIFESTを設定する必要があります。aimanifestコマンドを
load、add、または setサブコマンドオプションとともに呼び出すたび
に、AIM_MANIFESTファイルが開かれ、変更され、保存されます。

aimanifestコマンドが変更できる AIM_MANIFESTファイルには、少なくとも次の両方
の要素が含まれている必要があります。

■ 作成しているXMLマニフェストで有効なDTDへの !DOCTYPE参照。
■ このマニフェストのルート要素。

AIが派生マニフェストスクリプトを実行しているときのように、空の AIM_MANIFEST

ファイルで作業を始める場合、最初の aimanifestコマンドで loadサブコマンドを
指定し、少なくとも最低限必要な AIM_MANIFESTファイルを読み込む必要がありま
す。マニフェストを変更するための以降の aimanifestコマンドでは、DTDを使用
して、作成中のマニフェスト内で要素を追加する場所を決定します。

エラーや情報メッセージを標準出力と標準エラー出力に表示するだけでなくファイ
ルに保存するには、AIM_LOGFILE環境変数をログファイルの場所に設定します。情
報はログファイルに追加されます。ログファイルは消去されません。

aimanifestコマンドには次のオプションがあります。

-h、--help 使用法のヘルプメッセージを表示します。

aimanifestコマンドの add、get、setサブコマンドには次のオプションがありま
す。

-r、--return-path この aimanifestコマンドが作成または処理するXML要素の
パスを返します。この返されたパスは、ノード IDの
チェーンです。この返されたパスの値を保存し

名前

形式

機能説明

オプション

aimanifest(1M)
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て、aimanifestへの以降の呼び出しで使用できます。XML
要素と属性の値を使用してパスを指定するよりも、-rオプ
ションによって返されたパスを使用する方が信頼性が高くな
ります。これは、AIマニフェストが構築されているときに
値が変わる可能性があるためです。-rオプションによって返
されるパスについては、「戻りパス」のセクションを参照し
てください。

aimanifestコマンドの loadサブコマンドには、次のオプションがあります。

-i、--incremental 新しいデータを追加する前に AIM_MANIFESTデータを消去しま
せん。

サポートされているサブコマンドは次のとおりです。

add [-r | --return-path] path value
新しい要素をXMLマニフェストに追加します。値 valueを使用して、pathで新し
い要素を追加します。pathについては、「オペランド」のセクションを参照して
ください。pathが属性 (@attr)内で終了する場合、新しい要素は attr属性を持
ち、valueはその属性の値になります。

path内で親/子関係を検査する場合を除き、検証は行われません。

-rオプションは、新しく追加されたノードへのパスを返します。詳細は、「戻
りパス」のセクションを参照してください。

親パスが AIM_MANIFESTファイルの要素に一致する場合は、1つの要素のみに一致
する必要があります。新しい要素が、一致する親要素の子として作成されま
す。このセクションの「例 2:値を持つパス」に示されているように、パスで要
素と属性の値を指定して、一意の親要素に一致させることができます。

親パスが AIM_MANIFESTファイルの要素に一致しない場合、必要に応じて新しい
要素が作成され、新しい子要素が新しい親に追加されます。追加された要素への
パスは、次の規則に従って、既存の要素から分割されます。

■ 分割は、値を指定するパスのすべての部分より後ろで実行されます。

■ 分割は、同じタグが付けられた複数の関連要素がDTDによって許可されてい
る最初の場所で、値を指定するパスのすべての部分より後ろで実行されま
す。

このXMLマニフェストスキーマを使用して、次の例を分析します。
■ マニフェストは、単一のAノードで開始されます。
■ Aノードは、Bノードの子を 1つだけ持つことができます。
■ Bノードは、Cノードの子を複数持つことができます。
■ Cノードは、Dノードの子を複数持つことができます。

サブコマンド

aimanifest(1M)
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例1:単一のパス。AIマニフェストは次のように 1つのAノード、1つの B
ノード、1つのCノードを持ちます: /A/B/C。addサブコマンドは、パス /A/B/C/D

で発行されます。この場合、Cノードは同じタグが付けられた兄弟を持つことが
できるパスに属する最初のノードであるため、新しいCノードが作成されま
す。新しいDノードは、子として新しいCノードに追加されます。その結
果、マニフェストの構造は /A/B/{C,C/D}になります。異なる値のDに対して同
じコマンドを発行すると、次のように 3つのCノードになります:
/A/B/{C,C/D,C/D}。

例2:値を持つパス。AIマニフェストは、1つのAノード、1つの Bノード、2つ
のCノードを持ちます。1つのCノードのみが値 1を持つため、マニフェストの
構造は /A/B/{C,C=1}になります。addサブコマンドは、パス /A/B/C=1/Dと値 10
で発行されます。この場合、Cに対して値 1を指定することで一意のノードが識
別されるため、新しいCノードは追加されません。また、値が指定されるブラ
ンチの場所またはその前でパスを分割することはできません。このパスを分割で
きる 1番目の場所はDです。値が 10の新しいDノードは、値が 1のCノードの
子として追加されます。その結果、マニフェストの構造は /A/B/{C,C=1/D=10}に
なります。Dに対して値 20を持つ同じコマンドを発行する
と、/A/B/{C,C=1/{D=10,D=20}}になります。

get [-r | --return-path] path
要素または属性の値を取得します。空の要素または属性の値に対しては、空の文
字列 ("")が表示されます。pathは、一意の既存の要素または属性に一致している
必要があります。pathについては、「オペランド」のセクションを参照してくだ
さい。

-rオプションは、2番目に返された文字列として、アクセス先ノードへのパスを
返します。詳細は、「戻りパス」のセクションを参照してください。

set [-r | --return-path] path value
既存の要素または属性の値を変更するか、既存の要素の新しい属性を作成しま
す。検証は行われません。

既存の要素の値を変更するときに、pathは一意の既存の要素に一致する必要があ
ります。同じタグが付けられた兄弟を要素が持っている場合は、要素の値または
属性を使用するかターゲット要素の子要素を使用してパスを一意にしま
す。「Pathオペランド」のセクションを参照してください。

属性の値を設定するときに、その属性が存在している必要はありませんが、その
属性が所属する要素が存在している必要があります。

-rオプションは、変更された要素へのパスを返します。詳細は、「戻りパ
ス」のセクションを参照してください。

load [-i | --incremental] filename
XMLマニフェストまたは部分的なXMLマニフェストをファイル filenameから読
み込みます。要素の親/子関係を検査する場合を除き、検証は行われません。

aimanifest(1M)
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-iオプションが指定されていない場合、既存のXMLデータはすべて上書きされ
ます。AIM_MANIFESTファイルのすべてのデータは、filenameファイルの内容に置
き換えられます。filenameファイルにDTDへの !DOCTYPE参照を含めて、以降の
aimanifestコマンドがファイルを変更できるようにする必要があります。

-iオプションが指定されている場合、新しいデータを追加する前に
AIM_MANIFESTデータを消去しないでください。その代わりに、既存のXML
データを使用して、少しずつ新しいデータを挿入またはマージしてくださ
い。AIM_MANIFESTの !DOCTYPE参照によって指定されたDTDは、filenameデータ
を統合する方法と場所を決定するために使用されます。!DOCTYPE参照が見つか
らない場合は、/usr/share/install/ai.dtdのAIマニフェストDTDが使用され
ます。filenameのデータをDTDで調整できない場合は、ゼロ以外のエラース
テータスが返されます。

次の事項は、新しいデータが AIM_MANIFESTマニフェストに挿入される場所に影
響します。
■ AIM_MANIFESTデータパスと filenameデータパスの先頭近くにある要素のタグ
が一致している度合い

■ それらの AIM_MANIFESTデータ要素で許可されている子要素の種類
■ 同じタグが付けられた兄弟要素が許可されている場所
■ 子を持たない AIM_MANIFESTデータノードが存在している場所

filenameデータの各要素が処理されるときに次のすべての条件が真である場
合、通常は、新しいノードが AIM_MANIFESTデータのこの要素に対して作成され
ることはありません。その代わりに、既存のノードが新しいデータに置き換えら
れます。
■ 両方のセットのデータに、タグと場所が同じノードが含まれます。
■ AIM_MANIFEST内で !DOCTYPE参照によって指定されるDTDは、同じタグが付
けられた兄弟要素としてこの両方のノードが共存することを許可しません。

■ filenameデータ要素は子を持ちます。

要素が filenameから挿入されるときに、新しいノードの作成が開始される場所の
AIM_MANIFESTデータルートにできるかぎり近い位置で分割が実行されます。分割
の最初の新しいノードは、同じタグが付けられた兄弟要素が許可されている
もっとも早い場所に作成されます。または、同じタグが付けられた要素が
AIM_MANIFEST内に存在しない場合には、もっとも早い適切な地点に作成されま
す。

このXMLマニフェストスキーマを使用して、次の例を分析します。
■ マニフェストは、単一のAノードで開始されます。
■ Aノードは、Bノードの子を 1つだけ持つことができます。
■ Bノードは、Cノードの子を複数持つことができます。
■ Bノードは、Eノードの子を 1つだけ持つことができます。

aimanifest(1M)
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例1:同じタグが付けられた要素の挿入。AIM_MANIFESTの内容が /A/B/C1/D1で
filenameの内容が /A/B/C2/D2の場合、load -iコマンド後の AIM_MANIFESTファイ
ルの内容は /A/B/{C1/D1,C2/D2}です。Cノードは、新しいノードを追加できる最
初の場所です。filenameデータのCノードが、AIM_MANIFESTデータ内の既存のC
ノードの後に追加されます。2つのA要素が異なる値を持っているか、2つの B
要素が異なる値を持っている場合、filename要素の値は AIM_MANIFEST要素の値を
置き換えます。2つのA要素が異なる属性を持っているか、2つの B要素が異な
る属性を持っている場合、属性の値はマージされます。

■ AIM_MANIFESTファイルと filenameファイルの両方に存在するAと Bの属性
は、マージされたファイルでは filenameファイルの値になります。

■ AIM_MANIFESTファイルまたは filenameファイルの両方ではなくどちらかにの
み存在するAと Bの属性は、マージされたファイル内ではすべて保持されま
す。

例 2:異なるタグが付けられた要素の挿入。AIM_MANIFESTの内容が /A/B/C/Dで
filenameの内容が /A/B/E/Fの場合、load -iコマンド後の AIM_MANIFESTファイル
の内容は /A/B/{E/F,C/D}です。Eノードは、DTDによって許可されている最初
の場所に追加されます。要素Aと要素 Bの値は filenameの値で、Aと Bの属性
は、上の例 1で説明されているように filenameから AIM_MANIFESTにマージされま
す。

場合によっては、正しいマージ場所を決定できないことがあります。これ
は、マージするノードをたどるために必要な兄弟がまだ追加されていない場合に
起こります。この問題を回避するには、複数のノードまたはサブツ
リーを、DTDによって指定された順序で共通の親ノードに追加します。新しい
兄弟間で正しい場所が決定できない場合、ノードはそれらの兄弟のリストの最後
に配置されます。

validate

!DOCTYPE文で参照されているDTDに対して AIM_MANIFESTマニフェストを検証し
ます。エラーは標準エラー出力に出力されます。検証が失敗した場合、ゼロ以外
のエラーステータスが返されます。

次のオペランドは必須です。

loadサブコマンドには filenameオペランドが必要です。このオペランド
は、AIM_MANIFESTマニフェストに読み込む完全なマニフェストまたは部分的なマニ
フェストの名前です。

addと setサブコマンドには、valueオペランドが必要です。valueオペランド
は、pathオペランドによって指定された要素または属性の有効な値です。

aimanifestコマンドの add、get、setサブコマンドには、pathオペランドが必要で
す。パスは、要素と属性のXML階層内のノードを定義します。

オペランド

Filenameオペランド

Valueオペランド

Pathオペランド

aimanifest(1M)
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XML要素の階層構造は、XMLツリーとも呼ばれます。次の部分的なAIマニフェス
トでは、auto_install要素はツリーのルートで、ai_instance要素と software要素
はブランチ、またはサブツリーのルートです。

<auto_install>

<ai_instance>

<software type="IPS"/>
</ai_instance>

</auto_install>

aimanifestパス構文では、スラッシュ文字 (/)を使用してツリー構造のブランチを
示します。現在の例では、software要素へのパスは
/auto_install/ai_instance/softwareです。

属性は 1つの要素にバインドされます。aimanifestパス構文では、アットマーク記
号 (@)を使用して属性名を示します。software要素の type属性へのパス
は、/auto_install/ai_instance/software@typeです。

aimanifestの pathオペランドは、単一の要素に対応している必要があります。必要
に応じて、要素と属性の値を含めてパスを一意にします。たとえば、次の部分的な
AIマニフェストで定義された 2番目のスライスに対してサイズを指定するには、パ
ス /auto_install/ai_instance/target/disk/slice[@name="4"]/size@valを使用し
て、サイズを指定するスライスを特定します。

<auto_install>

<ai_instance>

<target>

<disk>

<slice name="0"/>
<slice name="4"/>

</disk>

</target>

</ai_instance>

</auto_install>

相対パスは許可されています。前の段落で示された sliceのパスの指定は、4の
name属性値を持つ sliceが 1つしかないため、ai_instance、target、disk、または
sliceで開始できます。たとえば、パス slice[@name="4"]/size@valを使用できま
す。

パス内の値にスラッシュ文字が含まれる場合、/name="pkg:/entire"のように、その
値を一重引用符または二重引用符で囲む必要があります。

aimanifestの呼び出しがシェルスクリプト内で行われる場合、引用符を含む値に対
してさらに特別な処理が必要になる場合があります。シェルスクリプト内で
は、aimanifestパス値の引用符の前にバックスラッシュ文字 (\)を追加してエス
ケープし、シェルが引用符を削除または解釈しないようにすることが必要になる場
合があります。使用しているシェルの規則を確認してください。次の例は、ksh93

スクリプト内のスラッシュ文字が含まれる値を示しています。

aimanifest(1M)
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/usr/bin/aimanifest get software_data[name=\"pkg:/entire\"]@action

このマニュアルページでは、aimanifestがスクリプトまたは特定のシェル内で呼び
出されることを前提としないため、このマニュアルページ内のほとんどの例で
バックスラッシュエスケープ文字を省略しています。AI派生マニフェストスクリ
プトについては、『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照してくださ
い。

次のブランチの形式は、要素または要素属性へのパスを作成する方法を示していま
す。

/A

Aは要素のタグ名で、/auto_installのようになります。このブランチ指定
は、単純ブランチとも呼ばれます。単純ブランチのみを持つパスは、単純パスと
呼ばれます。

/A=value
Aは要素のタグ名、valueはその要素の値で、/name="pkg:/entire"のようになり
ます。

/A[B/C=value]
Aは要素、Bは Aの子である要素、Cは Bの子である要素、valueは C要素の値で
す。このパス形式は、値が valueの孫要素 Cを持つ A要素を指定します。たとえ
ば、AIマニフェストに複数のソフトウェアセクションがある場合、この形式を
使用すると、次のパスのように、パッケージ pkg:/entireをインストールするソ
フトウェアセクションに対する操作が可能になります。

software[software_data/name="pkg:/entire"]

/A[@Aattr=value]
Aは要素、Aattrは Aの属性、valueは Aattr属性の値です。このパス形式は、値
が valueの属性 Aattrを持つ A要素を指定します。たとえば、AIマニフェストが
複数のスライスを定義している場合、この形式を使用すると、slice[@name="4"]
のように、4の name値を持つスライスに対する操作が可能になります。

/A[B/C@Cattr=value]
Aは要素、Bは Aの子、Cは Bの子、Cattrは Cの属性、valueは Cattr属性の値で
す。このパス形式は、値が valueの属性 Cattrを持つ孫要素 Cを持つ A要素を指定
します。たとえば、AIマニフェストに複数のソフトウェアセクションがある場
合、この形式を使用すると、パス software[source/publisher@name="solaris"]の
ように、名前の値が solarisのパブリッシャーセクションを持つソフトウェアセ
クションに対する操作が可能になります。

/A[1]

/A[1]は、マニフェスト内の A要素の最初のインスタンスを指定します。たとえ
ば、AIマニフェストに複数のソフトウェアセクションがある場合、この形式を
使用すると、/auto_install[1]/ai_instance[1]/software[2]のように、2番目の
ソフトウェアセクションに対する操作が可能になります。

aimanifest(1M)
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これは、-rオプションによって返されるパスの形式です。「戻りパス」のセク
ションを参照してください。

/A@Aattr

このパスは、A要素の Aattr属性を指定します。このパスは、A要素ではなく
Aattr属性を指定します。この形式を使用して、Aattr属性を設定または取得し
ます。

/A[B/C=value]@Aattr
このパスは、値が valueの孫属性 Cを持つ A要素の Aattr属性を指定します。

/A[B/C@Cattr=value]@Aattr
このパスは、値が valueの Cattr属性を持つ孫要素 Cを持つ A要素の Aattr属性を
指定します。

/A/B=value@Battr
このパスは、値が valueの B要素の Battr属性を指定します。B要素は A要素の子
です。

-rオプションを使用すると、add、get、setサブコマンドは、そのサブコマンドに
よって作成またはアクセスされた要素のアドレスを返します。この返されたアドレ
スは、ノード IDのチェーンの形式になります。この返されたアドレスを使用する
と、同じ要素に関連付けられた値が変更された場合であっても、その値に再度アク
セスできます。

次の例は、-rオプションによって返されたアドレスが、要素と属性の値を指定する
パスよりはるかに簡単に使用できることを示しています。次のノードツリーで開始
します。

auto_install

|

ai_instance

|

target

|

disk

attribute: whole_disk=true

|

disk_name

attribute: name=data1

attribute: name_type=volid

name属性値が data2で name_type属性値が volidの新しい diskノードを追加しま
す。

auto_install

|

ai_instance

|

戻りパス

aimanifest(1M)
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target

|

|----------|----------|

disk disk

whole_disk=true whole_disk=true

| |

disk_name disk_name

name=data1 name=data2

name_type=volid name_type=volid

1つの属性を持つ新しい disk_name要素は、単一のコマンドで簡単に追加できま
す。2番目の属性と 3番目の属性を追加するには、変更する disk_name要素を指定す
る必要があります。同じノードに複数回アクセスするための次の 2つの方法を比較
します。

この例のコマンドは、値を使用してパスを指定します。最初のコマンドで一意の値
を割り当て、以降のコマンドではその値を使用して一意のパスを指定できるように
する必要があります。この方法では、値が変更された場合に正しくない結果が生成
される可能性があります。

$ aimanifest add target/disk/disk_name@name data2

$ aimanifest set \

> target/disk/disk_name[@name=data2]@name_type volid

$ aimanifest set \

> target/disk[disk_name@name=data2]@whole_disk true

同じノードに複数回アクセスするもっとも信頼性の高い方法は、新しい disk_name

要素へのパスを保存し、その保存したパスを以降のアクセスで使用する方法です。

$ NewDisk=$(aimanifest add -r target/disk@whole_disk true)

$ aimanifest add ${NewDisk}/disk_name@name data2

$ aimanifest add ${NewDisk}/disk_name@name_type volid

-rオプションによって $NewDiskに返されるパスは、ノードを IDで表しており、値
を持ちません。

$ aimanifest add -r target/disk/@whole_disk true

/auto_install[1]/ai_instance[1]/target[1]/disk[2]

これらの例を試すには、AIM_MANIFESTを設定する必要があります。

$ export AIM_MANIFEST=/tmp/aimtest.xml

aimanifestコマンドが変更できる AIM_MANIFESTファイルには、少なくとも次の両方
の要素が含まれている必要があります。

■ 作成しているXMLマニフェストで有効なDTDへの !DOCTYPE参照。
■ このマニフェストのルート要素。

次の例は、AIマニフェスト用の最低限の AIM_MANIFESTマニフェストファイルを示
しています。

値を使用したパス
の指定

戻りパスを使用し
たパスの指定

使用例

aimanifest(1M)
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<!DOCTYPE auto_install SYSTEM "file:///usr/share/install/ai.dtd">
<auto_install/>

通常は、既存の有効なAIマニフェストに対して動作する派生マニフェストスクリ
プト内で aimanifestコマンドを使用します。これらの例を試すに
は、/usr/share/auto_install/manifest/default.xmlをコピーしてか
ら、AIM_MANIFESTを定義してこのコピーを参照します。このコピーが書き込み可能
になっていることを確認してください。

例 1 auto_rebootの属性の設定

$ aimanifest set /auto_install/ai_instance@auto_reboot false

例 2 auto_rebootの値の取得

$ aimanifest get /auto_install/ai_instance@auto_reboot

false

例 3 値のパスを使用したパブリッシャーの追加

この例のパッケージリポジトリは、file:///net/host2/export/extras_repoにある
ファイルリポジトリです。パブリッシャーは extrasです。

$ aimanifest add \

> software/source/publisher@name extras

$ aimanifest add \

> software/source/publisher[@name=extras]/origin@name \

> file:///net/host2/export/extras_repo

$ aimanifest set \

> software[source/publisher@name=extras]@name extras

$ aimanifest set \

> software[source/publisher@name=extras]@type IPS

これらの aimanifestコマンドは、次のAIマニフェストエントリを生成しま
す。software要素は、同じタグが付けられた兄弟が許可されているパスの最初の要
素であるため、XMLコードのこのセクションは、出力ファイル内にすでに存在す
る最後の softwareセクションに続きます。

<software name="extras" type="IPS">
<source>

<publisher name="extras">
<origin name="file:///net/host2/export/extras_repo"/>

</publisher>

</source>

</software>

例 4 戻りパスを使用したパブリッシャーの追加

この例は前の例と同じですが、同じ結果を得るために異なる方法を使用します。

aimanifest(1M)
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例 4 戻りパスを使用したパブリッシャーの追加 (続き)

$ SW_PATH=$(aimanifest add -r \

> /auto_install/ai_instance/software@name extras)

$ aimanifest set ${SW_PATH}@type IPS

$ PUB_PATH=$(aimanifest add ${SW_PATH}/source/publisher@name extras)

$ aimanifest add \

${PUB_PATH}/origin@name file:///net/host2/export/extras_repo)

例 5 マニフェストフラグメントの追加によるパブリッシャーの追加

この例は前の例と同じですが、同じ結果を得るために 3番目の方法を使用します。

次の内容を持つ extras.xmlという名前のファイルを作成します。

<auto_install>

<ai_instance>

<software name="extras" type="IPS">
<source>

<publisher name="extras">
<origin name="file:///net/host2/export/extras_repo"/>

</publisher>

</source>

</software>

</ai_instance>

</auto_install>

ソフトウェアセクションのみが必要な場合でも、auto_install要素と ai_instance

要素も含める必要があります。pathオペランドで必要となるすべてのものを含める
必要があります。読み込まれたファイルが auto_install要素または ai_instance要
素の属性を指定している場合、それらの属性値は既存の値を置き換えるか、または
追加されます。

次のコマンドを使用して、この softwareセクションを AIM_MANIFESTマニフェスト
に追加します。

$ aimanifest load -i extras.xml

例 6 値のパスを使用したパッケージの追加

この例では、パス内の値としてパブリッシャー名を指定することによって、extras

という名前の publisher要素を持つ software要素にパッケージを追加します。この
例では、相対パス指定の使用についても示しています。

$ aimanifest add \

> software[source/publisher@name=extras]/software_data/name \

> pkg:/system/utils

この aimanifestコマンドは、次の software_dataセクションを追加します。

aimanifest(1M)
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例 6 値のパスを使用したパッケージの追加 (続き)

<software name="extras" type="IPS">
<source>

<publisher name="extras">
<origin name="file:///net/host2/export/extras_repo"/>

</publisher>

</source>

<software_data>

<name>pkg:/system/utils</name>

</software_data>

</software>

例 7 戻りパスを使用したパッケージの追加

この例は前の例と同じですが、同じ結果を得るために異なる方法を使用します。こ
の例では、パス内の値としてパブリッシャーの名前を指定する代わりに、「戻りパ
スを使用したパブリッシャーの追加」の例で SW_PATHに保存した software要素への
パスを使用します。

$ aimanifest add ${SW_PATH}/software_data/name pkg:/system/utils

例 8 マニフェストの検証

AIM_MANIFESTマニフェストを検証します。

$ aimanifest validate

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドは正常に処理されました。

>0 エラーが発生した。

AIM_MANIFEST この環境変数の値は、構築されているAIマニフェストの場所で
す。

AIM_LOGFILE この環境変数の値は、aimanifestの動作のログファイルの場所で
す。

属性についての詳細は、マニュアルページの attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 system/install/auto-install/auto-install-common

インタフェースの安定性 不確実

終了ステータス

ファイル

属性

aimanifest(1M)
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installadm(1M), pkg(1)

『Oracle Solaris 11システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを
使用したインストール」

関連項目
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distro_const – Oracle Solarisのイメージとメディアを作成するユーティリティー

/usr/bin/distro_const

distro_const --help

distro_const build [-v] [ -r checkpoint name] [-p checkpoint name] [-l] manifest

distro_constコマンドでは、指定したマニフェストファイルをイメージの青写真と
して使用してイメージを作成できます。

x86システムまたは SPARCシステムのどちらかでOracle Solarisオペレーティングシ
ステムをインストールするために使用できるテキストインストーライメージを作成
できます。

または、Oracle Solarisオペレーティングシステムが含まれる LiveCDイメージに相当
する ISOイメージを作成することもできます。

あるいは、SPARCクライアントにOracle Solaris OSをネットワークインストールす
るために使用できる SPARC AI ISOイメージか、x86クライアントにOracle Solaris OS
をネットワークインストールするために使用できる x86 AI ISOイメージを作成でき
ます。

カスタム ISOイメージを作成することもできます。

基本の distro_constコマンドをオプションなしで実行すると、1回のステップでフ
ルイメージが作成されます。

コマンドオプションを使用すると、さまざまな「チェックポイント」でイメージ作
成処理を一時停止および再開できるため、各段階でイメージの状態を確認した
り、バグの有無を確認したりできます。チェックポイントを使用することで、すで
に少なくとも一度は実行された時間のかかるステップを省略できるため、構築にか
かる時間が短縮されます。

注 – distro_constコマンドを実行するには、ルートの役割になるか、ルートの権限
を持っている必要があります。

ディストリビューションコンストラクタを使用する場合、SPARCシステムでは
SPARCイメージのみを作成できます。同様に、x86システムでは x86イメージのみ
を作成できます。また、システム上のオペレーティングシステムのリリース
バージョンが、構築しているイメージと同じリリースバージョンである必要があり
ます。

distro_constコマンドには、次に示されているサブコマンドとオプションがありま
す。「使用例」のセクションも参照してください。

--help

使用法を表示します。

名前

形式

機能説明

サブコマンド
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build
distro_const build manifest

サブコマンド「build」は必須です。

指定したマニフェストファイルをイメージの青写真として使用して、フルイ
メージを作成します。マニフェスト名は必須です。

-v distro_const build - v

詳細表示モードを指定します。

-l distro_const build [- l] manifest
イメージの構築の一時停止または再開を選択できるすべての有効なチェックポイ
ントを一覧表示します。このコマンドオプションは、有効なチェックポイントの
有無をマニフェストファイルに問い合わせます。このコマンドによって表示され
た名前を、他のチェックポイント処理コマンドオプションの有効な値として使用
してください。buildサブコマンドは必須です。

チェックポイントの値は、マニフェストファイル内のエントリによって決まりま
す。

-p distro_const build [- p checkpoint] manifest
イメージを構築しますが、指定したチェックポイント名でイメージの構築を一時
停止します。有効な名前を検索するには、-lオプションを使用します。-rオプ
ションと -pオプションを組み合わせることができます。チェックポイント名と
マニフェスト名は必須です。buildサブコマンドは必須です。

-r distro_const build [- r checkpoint] manifest
指定したチェックポイント名からイメージの構築を再開します。指定する名前
は、前に構築の実行を停止したチェックポイント、またはそれ以前のチェックポ
イントにしてください。それより後のチェックポイントは無効です。どの
チェックポイントが再開可能かを判定するには、-lオプションを使用します。-p
オプションは、-rオプションと組み合わせることができます。チェックポイント
名とマニフェスト名は必須です。buildサブコマンドは必須です。

-h distro_const [- h]
コマンドの使用法を表示します。

例 1 チェックポイントのオプションを使用したイメージの作成

1. 利用可能なチェックポイントを確認します。この例のマニフェスト名は
dc_livecd.xmlです。

# distro_const build -l /usr/share/distro_const/dc_livecd.xml

有効なチェックポイント名が、このサンプル出力のように表示されます。

Checkpoint Resumable Description

使用例

distro_const(1M)
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例 1 チェックポイントのオプションを使用したイメージの作成 (続き)

--------------------------------------------

transfer-ips-install X Transfer pkg contents from IPS

set-ips-attributes X Set post-install IPS attributes

pre-pkg-img-mod X Pre-package image modification

ba-init X Boot archive initialization

ba-config X Boot archive configuration

ba-arch X Boot archive archival

grub-setup X Set up GRUB menu

pkg-img-mod X Pkg image area modification

create-iso ISO media creation

create-usb USB media creation

2. イメージの構築を開始し、ba-initチェックポイントで一時停止します。

# distro_const build -p ba-init /usr/share/distro_const/dc_livecd.xml

3. ba-initチェックポイントから構築を再開します。イメージの作成を完了しま
す。

# distro_const build -r ba-init /usr/share/distro_const/dc_livecd.xml

例 2 イメージを 1ステップで作成

一時停止せずにイメージの完全な構築を実行するには、チェックポイントオプ
ションを指定せずに基本の distro_constコマンドを使用します。マニフェスト
ファイル名は dc_livecd.xmlです。

# distro_const build /usr/share/distro_const/dc_livecd.xml

属性についての詳細は、マニュアルページの attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 install/distribution-constructor

インタフェースの安定性 開発中

dc_manifest(4)

現在のリリースのOTNドキュメントライブラリの『カスタムOracle Solaris 11イン
ストールイメージの作成』。

属性

関連項目
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installadm –ネットワーク上の自動インストールの管理

/usr/bin/installadm [-h|--help]

installadm help [subcommand]

installadm create-service

[-n|--service svcname]
[-t|--aliasof existing_service]
[-p|--publisher prefix=origin]
[-a|--arch architecture]
[-s|--source FMRI_or_ISO]

[-b|--boot-args boot_property=value,...]
[-i|--ip-start dhcp_ip_start]
[-c|--ip-count count_of_ipaddr]
[-B|--bootfile-server server_ipaddr]
[-d|--imagepath imagepath]
[-y|--noprompt]

installadm set-service

-o|--option prop=value svcname

installadm rename-service svcname newsvcname

installadm enable svcname

installadm disable svcname

installadm delete-service

[-r|--autoremove] [-y|--noprompt] svcname

installadm list

[-n|--service svcname]
[-c|--client] [-m|--manifest] [-p|--profile]

installadm create-manifest -n|--service svcname
-f|--file manifest_or_script_filename
[-m|--manifest manifest_name]
[-c|--criteria criteria=value|list|range... |

-C|--criteria-file criteriafile]
[-d|--default]

installadm update-manifest -n|--service svcname
-f|--file manifest_or_script_filename
[-m|--manifest manifest_name]

installadm delete-manifest

-m|--manifest manifest_name
-n|--service svcname

installadm create-profile -n|--service svcname
-f|--file profile_filename...
[-p|--profile profile_name]
[-c|--criteria criteria=value|list|range... |

-C|--criteria-file criteriafile]

名前

形式

installadm(1M)
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installadm delete-profile -p|--profile profile_name...
-n|--service svcname

installadm export -n|--service svcname
-m|--manifest manifest_name...
-p|--profile profile_name...
[-o|--output pathname]

installadm validate -n|--service svcname
-P|--profile-file profile_filename... |

-p|--profile profile_name...

installadm set-criteria

-m|--manifest manifest_name
-p|--profile profile_name...
-n|--service svcname
-c|--criteria criteria=value|list|range... |

-C|--criteria-file criteriafile |

-a|--append-criteria criteria=value|list|range...

installadm create-client

[-b|--boot-args property=value,...]
-e|--macaddr macaddr -n|--service svcname

installadm delete-client macaddr

自動インストーラ (AI)は、1つ以上の SPARCおよび x86システムにネットワーク経
由でOracle Solaris OSを自動インストールするために使用します。

ネットワーク経由でAIを使用するために必要なマシントポグラフィーは、インス
トールサーバー、DHCPサーバー (インストールサーバーと同じシステムでも
可)、およびインストールクライアントです。インストールサーバーでは、AI
ブートイメージ (クライアントがネットワーク経由でブートするために提供されま
す)、入力仕様 (AIマニフェストおよび派生したマニフェストスクリプト、このうち
1つがクライアントに選択されます)、サービス管理機構 (SMF)構成プロファイル
(このうちゼロ個以上がクライアントに選択されます)が含まれるようにインス
トールサービスが設定されます。

AIブートイメージの内容は、パッケージ install-image/solaris-auto-installとし
て公開され、create-serviceサブコマンドでインストールされます。
create-serviceサブコマンドを使用すると、AIブートイメージを作成するAI ISO
ファイルを受け入れて、展開することもできます。

インストールサービスはデフォルトのAIマニフェストを使用して作成されます
が、カスタマイズされたマニフェストまたは派生したマニフェストスクリプト (今
後は「スクリプト」と呼びます)は、create-manifestサブコマンドを使用してイン
ストールサービスに追加できます。マニフェストおよび派生したマニフェストスク
リプトの作成方法についての詳細は、『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』を参照してください。create-manifestサブコマンドを使用すると、イン
ストールクライアントに選択するマニフェストまたはスクリプトを決定する際に使

機能説明

installadm(1M)
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用される条件を指定することもできます。すでにマニフェストまたはスクリプトに
関連付けられている条件は、set-criteriaサブコマンドを使用すれば変更できま
す。

マニフェストには、ターゲットデバイス、パーティション情報、パッケージ一
覧、その他のパラメータなどの情報が含まれています。スクリプトには、実行中の
AIクライアントシステムを照会し、検索される情報に基づいてカスタムマニ
フェストを作成するコマンドが含まれています。AIがスクリプトで起動される
と、マニフェストを生成するために、そのスクリプトが最初のタスクとして実行さ
れます。

クライアントがブートされると、クライアントのマシン条件に一致するマニフェス
トまたはスクリプトの検索が開始されます。一致するマニフェストまたはスクリプ
トが見つかると、一致するマニフェストファイルの仕様、または一致するスクリプ
トから派生したマニフェストファイルの仕様に従って、Oracle Solarisリリースを使
用してクライアントがインストールされます。各クライアントは、1つのマニ
フェストまたはスクリプトしか使用できません。

各サービスには、1つのデフォルトマニフェストまたはスクリプトが含まれていま
す。デフォルトは、インストールされるシステムに一致するマニフェストまたはス
クリプトの条件が他にない場合に使用されます。どのマニフェストまたはスクリプ
トでも、デフォルトとして指定できます。デフォルトのマニフェストまたはスクリ
プトに関連付けられた条件は非アクティブになり、マニフェストまたはスクリプト
の選択時には考慮されません。後で別のマニフェストまたはスクリプトをデフォル
トにすると、前にデフォルトだったマニフェストまたはスクリプトの条件が再びア
クティブになります。条件が関連付けられていないマニフェストまたはスクリプト
は、デフォルトのマニフェストまたはスクリプトとしてのみ使用できます。条件が
ないマニフェストまたはスクリプトは、別のマニフェストまたはスクリプトがデ
フォルトに指定されると非アクティブになります。

システム構成プロファイルはマニフェストおよびスクリプトを補完するものであ
り、インストールの仕様も含まれています。特に、ユーザー名、ユーザーパス
ワード、タイムゾーン、ホスト名、IPアドレスなどの情報を指定する際に使用され
ます。プロファイルには、インストールサーバー環境から、または create-profile

サブコマンドで指定された条件から構成パラメータを取得する変数を含めることが
できます。このように、単一のプロファイルファイルで、さまざまなクライアント
上にさまざまな構成パラメータを設定できます。「使用例」のセクションを参照し
てください。

システム構成プロファイルは smf(5)で処理され、ドキュメント形式
service_bundle(4)に準拠しています。システム構成プロファイルについての詳細
は、sysconfig(1M)および『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照して
ください。各クライアントは、任意の数のシステム構成プロファイルを使用できま
す。特定の SMFプロパティーは、クライアントシステムごとに 1回しか指定でき
ません。

installadm(1M)
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特定のクライアントが特定のインストールサービスを使用する場合
は、create-clientサブコマンドを使用してクライアントにサービスを関連付ける
ことができます。create-clientを使用すると、既存のクライアントを変更するこ
ともできます。

installadmユーティリティーを使用すると、次のタスクを実行できます。

■ インストールサービスおよびエイリアスの設定
■ インストールイメージの設定
■ クライアントの設定または削除
■ マニフェストおよびスクリプトの追加、更新、または削除
■ マニフェストまたはスクリプトに対する条件の指定または変更
■ マニフェストおよびスクリプトのエクスポート
■ システム構成プロファイルの追加または削除
■ プロファイルの検証
■ プロファイルに対する条件の指定または変更
■ プロファイルのエクスポート
■ インストールサービスの有効化または無効化
■ インストールサービスの一覧表示
■ インストールサービスのクライアントの一覧表示
■ インストールサービスのマニフェストおよびスクリプトの一覧表示
■ インストールサービスのプロファイルの一覧表示

SMFサービス svc:/system/install/server:defaultの次の 3つのプロパ
ティーは、インストールサーバーを構成する際に使用されます。

all_services/networks

all_services/exclude_networks プロパティーの設定に応じて、許可または却下
するCIDR形式のネットワーク (たとえば、192.168.56.0/24)の一覧。

このネットワーク一覧を使用して、このインストールサーバーで処理されるクラ
イアントを指定します。デフォルトでは、AIインストールサーバーがマルチ
ホームになっている場合は、そのサーバーが接続されているすべてのネット
ワーク上のインストールクライアントを処理するよう構成されます。

all_services/exclude_networks

ブール値。trueの場合、このインストールサーバーによる処理対象か
ら、all_services/networksプロパティーで指定されたネットワークを除外しま
す。falseの場合、all_services/networksプロパティーで指定されたネット
ワークを含めます。

all_services/port

AIインストールサービスWebサーバーをホストするポートを指定します。デ
フォルトでは、Webサーバーはポート 5555でホストされます。

デフォルトとは異なるポート番号を使用する場合は、インストールサービスを作
成する前に portプロパティーをカスタマイズしてください。

インストール
サーバー構成の
プロパティー
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installadmコマンドには次のオプションがあります。

-h、--help 使用法のヘルプメッセージを表示します。

stmfadmコマンドには、次のサブコマンドを指定できます。後述の「使用例」のセ
クションを参照してください。

help [subcommand]
installadmユーティリティーの構文を表示します。

subcommand 指定されたサブコマンドの構文のみを表示します。

create-service [-n|--service svcname] [-t|--aliasof existing_service]
[-p|--publisher prefix=origin] [-a|- -arch architecture] [-s|- -source

FMRI_or_ISO] [-b|- -boot-args boot_property=value,...] [-i|--ip-start

dhcp_ip_start] [-c|--ip-count count_of_ipaddr] [-B|--bootfile-server

server_ipaddr] [-d|--imagepath imagepath] [-y|--noprompt]

このサブコマンドは、指定された imagepathディレクトリにネットワークブート
イメージ (ネットイメージ)を設定し、ネットイメージからブートされたクライ
アントのインストール方法が指定されたインストールサービスを作成します。

AIブートイメージの内容は、パッケージ install-image/solaris-auto-installと
して公開されています。 -sオプションが指定されない場合は、そのパッケージ
のインスタンスが記載されているシステムのパブリッシャー設定一覧の 1番目の
パブリッシャーからパッケージがインストールされます。 -sオプションは、pkg

の指定をフル FMRIまたはイメージ ISOファイルの場所として受け入れま
す。ネットイメージは最終的に imagepathに配置されます。ネットイメージを使
用すると、クライアントインストールを実行できます。

次のような仕様があります。
■ 指定されたアーキテクチャーの 1番目のインストールサービスがインス
トールサーバーに作成されると、そのサービスのエイリアス (default-i386ま
たは default-sparc)が自動的に作成されます。このデフォルトサービス
は、明示的に create-clientサブコマンドを使用してインストール
サーバーに追加されなかったアーキテクチャーのクライアントへのすべての
インストールで使用されます。default-archサービスによってエイリアスが
設定されたサービスを変更するには、set-serviceサブコマンドを使用しま
す。

default- archエイリアスが新しいインストールサービスに変更されたとき
に、ローカル ISC DHCP構成が見つかった場合は、このデフォルトエイリア
スブートファイルが、そのアーキテクチャーのデフォルトDHCPサーバー全
体のブートファイルとして設定されます。

■ クライアントがそのアーキテクチャーのデフォルト以外のインストール
サービスを使用する場合は、create-clientサブコマンドを使用してクライア
ント固有の構成を作成する必要があります。

オプション

サブコマンド
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■ -iオプションと -cオプションを使用するときに、まだDHCPサーバーが構成
されていない場合は、ISC DHCPサーバーが構成されます。

ISC DHCPサーバーがすでに構成されている場合は、そのDHCPサーバーが
更新されます。

-iと -c引数が指定され、DHCPが構成されている場合でも、作成されるイン
ストールサービスと IP範囲との結合は存在しません。-iと -cが渡され、IP
範囲が設定されている場合は、必要に応じて新規DHCPサーバーが作成さ
れ、そのDHCPサーバーは使用するすべてのインストールサービスおよびす
べてのクライアントで起動され、実行された状態のままです。DHCP
サーバーに指定されたネットワーク情報には、作成されるサービスとの特定
の関係はありません。

■ インストールサーバーが直接接続され、インストールサーバーがマルチ
ホームになっているサブネット上に、要求された IP範囲がない場合は、-Bオ
プションを使用して、ブートファイルサーバーのアドレス (通常はこのシステ
ム上の IPアドレス)を指定します。このアドレスは、複数の IPアドレスがイ
ンストールサーバーに構成され、DHCPリレーが採用されている場合にのみ
必要です。その他のすべての構成では、これはソフトウェアで自動的に決定
できます。

-n|--service svcname
省略可能:システムで生成されたサービス名の代わりに、このインストール
サービス名を使用します。svcnameは、英数字、アンダースコア (_)、ハイフ
ン (-)で構成できます。svcnameの最初の文字をハイフンにすることはできま
せん。

-nオプションを指定しない場合は、サービス名が自動的に生成されます。

-t|--aliasof existing_service
省略可能:この新規サービスは existing_serviceの代替名です。

-a|--arch architecture
省略可能:特定のバリアントのアーキテクチャーを選択します。正当な値は
i386または sparcです。これが指定されない場合は、サーバーのアーキテク
チャーに対応するバリアントが選択されます。

-aオプションは、-s引数が pkgパッケージである場合にのみ適用されます。

-p|--publisher prefix=origin
省略可能:クライアントイメージをインストールする pkgパブリッシャー (形式
prefix=origin)。

-pオプションを指定しない場合は、パッケージのインスタンスが記載された
システムのパブリッシャー設定一覧の 1番目のパブリッシャーが使用されま
す。
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-s|--source FMRI_or_ISO
省略可能:ネットイメージのデータソースを指定します。指定可能な値は次の
いずれかです。
■ pkg(5)パッケージのフル FMRI。
■ AI ISOイメージへのパス。

-sが指定されない場合は、使用される install-image/solaris-auto-install

パッケージは次のいずれかです。
■ -pパラメータで指定されたパブリッシャー。
■ パッケージのインスタンスが記載されたシステムのパブリッシャー設定一
覧の 1番目のパブリッシャー。

-b|--boot-args boot_property=value,...
省略可能: x86クライアント専用。サービスイメージのサービス固有の
menu.lstファイルにプロパティー値を設定します。このオプションを使用し
て、このサービスに固有のブートプロパティーを設定します。このオプ
ションでは、コンマで区切った boot_property= valueのペアを複数指定できま
す。

-i|--ip-start dhcp_ip_start
省略可能:ローカルDHCP構成に追加される範囲内の開始 IPアドレスを指定し
ます。IPアドレスの数は、-cオプションで指定されます。ローカル ISC
DHCP構成が存在しない場合は、ISC DHCPサーバーが起動されます。

-c|--ip-count count_of_ipaddr
省略可能: DHCP構成の IPアドレスの総数を count_of_ipaddrの値と同じ数に設
定します。最初の IPアドレスは、-iオプションで指定される dhcp_ip_startの
値です。

-B|--bootfile-server server_ipaddr
省略可能:クライアントがブートファイルを要求するブートサーバーの IPアド
レスを指定します。この IPアドレスをその他の方法で決定できない場合にの
み必要です。

-d|--imagepath imagepath
省略可能:ネットイメージを作成するパスを指定します。これが指定されない
場合は、デフォルトの場所 (/export/auto_install/svcname)が使用されま
す。-yも指定しなければ、確認プロンプトが表示されます。

-y|--noprompt

省略可能:確認プロンプトを非表示にして、指定されたオプションおよびデ
フォルト値を使用したサービスの作成を続行します (-dを参照)。

set-service -o|--option prop=value svcname

-o|--option prop=value
設定するプロパティーおよび値を指定します。
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prop=valueに指定可能な値は次のとおりです。
■ aliasof=existing_service

svcnameを existing_serviceのエイリアスにします。
■ default-manifest=manifest_name

指定されたサービスにすでに登録されている特定のマニフェストまたはス
クリプトを、そのサービスのデフォルトマニフェストまたはスクリプトに
指定します。このサービスに登録されているマニフェストおよびスクリプ
トの一覧を表示するには、次のコマンドを使用します。

$ installadm list -n svcname -m

svcname
必須:設定するプロパティーを含むインストールサービスの名前を指定しま
す。

rename-service svcname newsvcname
インストールサービス svcnameの名前を newsvcnameに変更します。newsvcname
は、英数字、アンダースコア (_)、ハイフン (-)で構成できます。newsvcnameの
最初の文字をハイフンにすることはできません。

enable svcname
svcnameインストールサービスを有効化します。

disable svcname
svcnameインストールサービスを無効化します。

delete-service [-r|--autoremove ] [-y|--noprompt] svcname
インストールサービスを削除します。次の操作を実行します。

■ このインストールサービスのマニフェスト、プロファイル、クライアント構
成ファイル、およびWebサーバー構成を削除します。

■ サービスのインスタンス化に使用されたイメージを削除します。

■ サービスがデフォルトのエイリアスであり、ローカル ISC DHCP構成が存在
する場合は、このサービスに関連付けられたブートファイルが ISC DHCP構
成から削除されます。

-r|--autoremove

これが指定された場合は、このサービスに割り当てられたクライアント、お
よびこのサービスにエイリアスが設定されたサービスも削除されます。

-y|--noprompt

確認プロンプトを非表示にして、サービスの削除を続行します。

svcname
必須:削除するインストールサービス名を指定します。
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list [-n|--service svcname] [-c|--client] [-m|- -manifest] [-p|--profile]

サーバーで有効化されているすべてのインストールサービスを一覧表示します。

-n|--service svcname
省略可能:ローカルサーバーにある特定のインストールサービスに関する情報
を一覧表示します。

■ -cオプションが指定された場合は、インストールサービスに関連付けられ
たクライアント情報を一覧表示します。

■ -mオプションが指定された場合は、インストールサービスに関連付けられ
たマニフェストおよびスクリプトを一覧表示します。

■ -pオプションが指定された場合は、インストールサービスに関連付けられ
たプロファイルを一覧表示します。

-c|--client

省略可能:ローカルサーバーにあるインストールサービスのクライアントを一
覧表示します。

-m|--manifest

省略可能:ローカルサーバーにあるインストールサービスに関連付けられたマ
ニフェストおよびスクリプトを一覧表示します。

-nが指定されない場合は、サービスごとに簡易一覧を表示します。この一覧
には、デフォルトのマニフェストまたはスクリプト、および関連付けられた
条件があるデフォルト以外のすべてのマニフェストおよびスクリプトが含ま
れます。条件は一覧表示されません。

-nが指定された場合は、指定されたサービスのすべてのマニフェストおよび
スクリプトを、マニフェストごとの条件を含む完全な一覧形式を使用して表
示します。アクティブでない (関連付けられた条件がなく、デフォルトとして
指定されていない)マニフェストは、非アクティブとマークされます。デ
フォルトのマニフェストに関連付けられた条件は、非アクティブとマークさ
れます。

-p|--profile

省略可能:ローカルサーバーにあるインストールサービスに関連付けられたプ
ロファイルを一覧表示します。

-nが指定されない場合は、プロファイル名を含むサービスごとに簡易一覧を
表示します。

-nが指定された場合は、要求されたサービスのプロファイルをその条件とと
もに表示します。
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create-manifest -n|--service svcname -f|--file manifest_or_script_filename
[-m|--manifest manifest_name ] [-c|--criteria criteria =value|list| range... |

-C|--criteria-file criteriafile] [-d|--default]

特定のインストールサービスのマニフェストまたはスクリプトを作成します。し
たがって、サービスの作成とは別に、マニフェストまたはスクリプトをネット
ワーク上で使用可能にします。デフォルト以外のマニフェストまたはスクリプト
は、条件が関連付けられている場合にのみ使用できます (アクティブにすること
ができます)。条件はコマンド行 (-c)または条件XMLファイル (-C)経由で入力で
きます。-dオプションとともに指定された条件は、マニフェストまたはスクリ
プトがデフォルトとして指定されなくなるまで、一時的に無視されます。

マニフェストの名前は次の順序で決定されます。

1. -mオプションで指定されたmanifest_name (存在する場合)。
2. ai_instance name属性の値 (マニフェストに存在する場合)。
3. マニフェストまたはスクリプトファイル名のベース名。

-n|--service svcname
必須:このマニフェストまたはスクリプトが関連付けられるインストール
サービスの名前を指定します。

-f|--file manifest_or_script_filename
必須:追加するマニフェストまたはスクリプトのパス名を指定します。

-m|--manifest manifest_name
省略可能:マニフェストまたはスクリプトのAIインスタンス名を指定しま
す。マニフェストの ai_instance要素の name属性をmanifest_nameに設定しま
す。マニフェストまたはスクリプトは、後続の installadmコマンドおよび
installadm list出力のmanifest_nameで参照されます。

-c|--criteria criteria=value|list| range...
省略可能:追加されたマニフェストまたはスクリプトに関連付けられる条件を
指定します。後述の「条件」のセクションを参照してください。デフォルト
のマニフェストを公開すると、条件は登録されますが、マニフェストまたは
スクリプトがデフォルトに指定されなくなるまで非アクティブのままで
す。-cオプションは複数回指定できます。

-C|--criteria-file criteriafile
省略可能:追加されたマニフェストまたはスクリプトに関連付けられる条件を
含む条件XMLファイルのパス名を指定します。デフォルトのマニフェストま
たはスクリプトを公開すると、条件は登録されますが、マニフェストまたは
スクリプトがデフォルトに指定されなくなるまで非アクティブのままです。

-d|--default

省略可能:このマニフェストまたはスクリプトがサービスの新規デフォルトマ
ニフェストまたはスクリプトであることを指定します。マニフェストまたは
スクリプトがデフォルトに設定されなくなるまで、指定された条件は無視さ
れます。
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update-manifest -n|--service svcname -f|--file manifest_or_script_filename
[-m|--manifest manifest_name ]

特定のインストールサービスに関連付けられた特定のマニフェストまたはスクリ
プトを更新します。更新後もマニフェストまたはスクリプトの条件やデフォルト
ステータスはそのままです。

マニフェストの名前は次の順序で決定されます。

1. -mオプションで指定されたmanifest_name (存在する場合)。
2. ai_instance name属性の値 (変更されたマニフェストに存在する場合、または
既存のマニフェストの ai_instance name値に一致する場合)。

3. マニフェストまたはスクリプトファイル名のベース名 (既存マニフェストの
ai_instance name属性値に一致する場合)、または installadm listで指定され
た名前 (既存スクリプトの名前に一致する場合)。

置換用のマニフェストまたはスクリプトはmanifest_or_script_filenameで指定され
ます。

-n|--service svcname
必須:このマニフェストまたはスクリプトが関連付けられるインストール
サービスの名前を指定します。

-f|--file manifest_or_script_filename
必須:置換用のマニフェストまたはスクリプトのパス名を指定します。

-m|--manifest manifest_name
省略可能:置換用のマニフェストまたはスクリプトのAIインスタンス名を指
定します。

delete-manifest -m|--manifest manifest_name -n|--service svcname
特定のインストールサービスで公開されたマニフェストまたはスクリプトを削除
します。デフォルトのマニフェストまたはスクリプトは削除できません。

-m|--manifest manifest_name
必須: installadm listに -nオプションを付けてマニフェストまたはスクリプ
トのAIインスタンス名を出力として指定します。

-n|--service svcname
必須:このマニフェストが関連付けられたインストールサービスの名前を指定
します。

create-profile -n|--service svcname -f|--file profile_filename ... [-p|--profile

profile_name ] [-c|--criteria criteria =value|list| range... | -C|--criteria-file

criteriafile]
特定のインストールサービスのプロファイルを作成します。条件はオプション
で、コマンド行 (-c)で入力するか、または条件XMLファイル (-C)経由でプロ
ファイルに関連付けることができます。条件なしで作成されたプロファイル
は、サービスのすべてのクライアントに関連付けられます。
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プロファイルの名前は次の順序で決定されます。

1. - pオプションで指定された profile_name (存在する場合)。
2. プロファイルファイル名のベース名。

プロファイル名はAIサービスで一意である必要があります。複数の -fオプ
ションを使用して、同じ条件を持つ複数のプロファイルを作成すると、-pオプ
ションは無効になり、プロファイルの名前はファイル名から派生します。

-n|--service svcname
必須:更新されるインストールサービスの名前を指定します。

-f|--file profile_filename...
必須:プロファイルを追加するためのファイルのパス名を指定します。複数の
プロファイルを指定できます。

-p|--profile profile_name
省略可能:作成されるプロファイルの名前を指定します。単一プロファイルの
作成にのみ有効です。

-c|--criteria criteria=value|list| range...
省略可能:プロファイルに関連付ける条件を指定します。後述の「条件」のセ
クションを参照してください。複数の -cオプションを指定できます。

-C|--criteria-file criteriafile
省略可能:指定されたプロファイルに関連付けられる条件を含む条件XML
ファイルのパス名を指定します。

delete-profile -p|--profile profile_name... -n|--service svcname
profile_nameプロファイルを svcnameインストールサービスから削除します。

-p|--profile profile_name...
必須:削除するプロファイルの名前を指定します。複数の -pオプションを指定
できます。

-n|--service svcname
必須:削除するプロファイルのインストールサービスの名前を指定します。

export -n|--service svcname -m|--manifest manifest_name... -p|--profile

profile_name... [-o|--output pathname]
指定されたマニフェスト/スクリプト、またはサービスに属するプロファイル (あ
るいはその両方)を表示 (エクスポート)します。1つ以上のマニフェスト/スクリ
プトまたはプロファイルを指定する必要があります。-oオプションでファイル
またはディレクトリにリダイレクトされない限り、標準出力に表示されます。

-n|--service svcname
必須:エクスポートするマニフェストまたはプロファイルに関連付けられたイ
ンストールサービスを指定します。
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-m|--manifest manifest_name...
エクスポートするマニフェストまたはスクリプトのAIインスタンス名を指定
します。複数の -mオプションを指定できます。

-p|--profile profile_name...
エクスポートするプロファイルの名前を指定します。複数の -pオプションを
指定できます。

-o|--output pathname
省略可能:出力をリダイレクトします。複数のマニフェスト、スクリプト、ま
たはプロファイル (あるいは両方)が要求される場合は、pathnameにディレク
トリを指定する必要があります。1つのマニフェスト、スクリプト、またはプ
ロファイルのみが要求される場合は、pathnameにファイルを指定できます。

validate -n|--service svcname -P|--profile-file profile_filename... |

-p|--profile profile_name...
指定されたプロファイルを検証します。 validateサブコマンドを使用する
と、データベース (-p)内のプロファイルを検証したり、データベース (-P)への
入力前に開発中のプロファイルを検証したりできます。

-n|--service svcname
必須:プロファイルが関連付けられたサービスを指定します。

-P|--profile-file profile_filename...
検証する外部プロファイルファイルを指定します。

-p|--profile profile_name...
検証するプロファイルの名前を指定します。

set-criteria -m|--manifest manifest_name -p|--profile profile_name...
-n|--service svcname -c|--criteria criteria=value|list| range... |

-C|--criteria-file criteriafile | -a|--append-criteria criteria=value|list| range...
公開済みのマニフェスト/スクリプトまたはプロファイル (あるいは両方)の条件
を更新します。条件はコマンド行または条件XMLファイル経由で指定できま
す。相互に排他的なオプション -a、-c、または -Cのいずれかを使用して、条件
を指定する必要があります。

有効な条件については、create-manifestサブコマンドで説明します。

-m|--manifest manifest_name
マニフェストまたはスクリプトのAIインスタンス名を指定します。

-p|--profile profile_name...
プロファイルの名前を指定します。任意の数のプロファイルを指定できま
す。

-n|--service svcname
必須:このマニフェスト/スクリプトまたはプロファイルに関連付けられたイン
ストールサービスの名前を指定します。
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-c|--criteria criteria=value|list| range...
マニフェスト/スクリプトまたはプロファイルに対する既存の条件をすべて置
換するための条件を指定します。後述の「条件」のセクションを参照してく
ださい。

-C|--criteria-file criteriafile
マニフェスト/スクリプトまたはプロファイルに対する既存の条件をすべて置
換するための条件を含む条件XMLファイルのパス名を指定します。

-a|--append-criteria criteria=value|list| range...
マニフェスト/スクリプトまたはプロファイルに対する既存の条件に追加する
ための条件を指定します。後述の「条件」のセクションを参照してくださ
い。指定済みの criteriaがすでに存在する場合は、その条件の value|list| rangeは
value |list|rangeで置換されます。

create-client [-b|--boot-args property=value,...] - e|--macaddr macaddr
-n |--service svcname

create-serviceサブコマンドで使用されるデフォルト設定とは異なるカスタムク
ライアント設定を行うために、指定されたクライアントに省略可能な設定タスク
を実行します。ユーザーはクライアントにデフォルト以外のサービス名および
ブート引数を指定できます。既存クライアントの変更にも使用できます。

クライアントが x86システムであり、ローカル ISC DHCP構成が存在する場合
は、ISC DHCP構成でクライアントが構成されます。

-b|--boot-args property=value,...
省略可能: x86クライアント専用。 /etc/netbootにあるクライアント固有の
menu.lstファイルにプロパティー値を設定します。このオプションは、対象
クライアントに固有のブートプロパティーを設定するのに使用します。この
オプションでは、property=valueのペアを複数指定できます。

-e|--macaddr macaddr
必須:クライアントのMACアドレスを指定します。

-n|--service svcname
必須:クライアントインストールのインストールサービスを指定します。

delete-client macaddr
create-clientサブコマンドを使用して事前に設定された既存クライアントの特
定のサービス情報を削除します。

クライアントが x86システムであり、ローカル ISC DHCP構成が存在する場合
は、 ISC DHCP構成でクライアントが構成解除されます。

macaddr 必須:削除するクライアントのMACアドレスを指定します。

マニフェスト、スクリプト、およびプロファイルを使用すれば、特定の特性または
条件に従ってAIクライアントを個別に構成できます。特定のクライアントには、1

条件
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つのマニフェストまたはスクリプトのみを関連付けることができます。特定のクラ
イアントには、任意の数のプロファイルを関連付けることができます。

条件の値は、起動中にAIクライアントによって決定されます。

次のAIクライアントシステムは、特に注記がない限り、マニフェスト/スクリプト
およびプロファイルの両方に指定できます。

コマンド行で条件を指定する方法については、「使用例」のセクションを参照して
ください。条件ファイルの作成についての詳細は、『Oracle Solaris 11システムのイ
ンストール』を参照してください。

条件 説明

arch uname -mごとのアーキテクチャー。

cpu uname -pごとの CPUクラス。

hostname 割り当てられたホスト名。プロファイルでのみ使用可能です (マニ
フェストでは不可)。

ipv4 IPバージョン 4のネットワークアドレス。

mac コロン (:)で区切られた 16進数のMACアドレス。

mem prtconf(1M)ごとのメモリーサイズ (MB)。

network IPバージョン 4のネットワーク番号。

platform uname -iごとのプラットフォーム名。

zonename zones(5)ごとのゾーン名。

ipv4、mac、mem、および networkの指定は、ハイフン (-)で区切られた範囲値で表現
できます。範囲の一端に制限なしを指定するには、unboundedを使用します。

範囲として指定できない条件は、空白で区切られた値の一覧として指定できます。

例 1 ISOファイルから新規 x86インストールサービスを設定する

インストールサーバーおよび x86インストールサービスをはじめて設定しま
す。DHCPサーバーを構成するために、コマンドには開始 IPアドレスおよび IPア
ドレスの合計数が含まれます。

# installadm create-service -n sol-11-i386-svc \

-s /export/isos/sol-11-i386.iso \

-i 172.0.0.10 -c 10 -d /export/images/soli386

使用例
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例 1 ISOファイルから新規 x86インストールサービスを設定する (続き)

AI ISOイメージは /export/isos/sol-11-i386.isoにあります。コマンドは、AI ISO
イメージに基づいた /export/images/soli386にあるネットイメージおよびインス
トールサービスを設定します。このネットイメージを使用すると、クライアントイ
ンストールを実行できます。

開始 IPアドレス 172.0.0.10および 10個の IPアドレスがローカル ISC DHCP構成に追
加されます。ローカル ISC DHCP構成が存在しない場合は、ISC DHCPサーバーが
起動されます。

これは最初に作成される i386サービスであるため、default-i386サービスが自動
的に作成され、このサービスにエイリアスが設定されます。default-i386エイリア
スは稼働中であり、PXE経由でブートされたクライアントは default-i386サービス
からブートおよびインストールします。

例 2 ISOファイルから新規 SPARCインストールサービスを設定する

SPARCインストールサービスをはじめて設定します。

# installadm create-service -n sol-11-sparc-svc \

-s /export/isos/sol-11-sparc.iso \

-d /export/images/solsparc

AI ISOイメージは /export/isos/sol-11-sparc.isoにあります。コマンドは、AI ISO
イメージに基づいた /export/images/solsparcにあるネットイメージおよびインス
トールサービスを設定します。このネットイメージを使用すると、クライアントイ
ンストールを実行できます。

これは最初に作成される SPARCサービスであるため、default-sparcサービスが自
動的に作成され、このサービスにエイリアスが設定されます。default-sparcエイ
リアスは稼働中であり、PXE経由でブートされたクライアントは default-sparc

サービスからブートおよびインストールします。

例 3 パッケージリポジトリから i386インストールサービスを設定する

# installadm create-service -y -n mysvc

i386インストールサーバーでは、このコマンドはデフォルトのイメージの場所 (
/export/auto_install/mysvc)に、i386ネットイメージおよび mysvcというインス
トールサービスを設定します。 -yオプションは、デフォルトの場所が受け入れ可
能かどうかを確認します。アーキテクチャーが指定されていない場合は、作成され
るサービスがインストールサーバーと同じアーキテクチャーのものになります。こ
のコマンドでは、インストールサーバーの pkg publisher一覧にあるパッケージリ
ポジトリに install-image/solaris-auto-installパッケージが含まれることが前提
となっています。

このサーバーへの SPARCサービスの作成を指定するには、-aオプションを使用し
ます。
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例 3 パッケージリポジトリから i386インストールサービスを設定する (続き)

solaris-auto-installパッケージのソースを指定するには、-pオプションを使用し
ます。たとえば、http://example.company.com:4281にある ai-imageリポジトリを
solaris-auto-installパッケージのソースとして指定するには、次のコマンドを使
用します。

# installadm create-service -y -n mysvc \

-p ai-image=http://example.company.com:4281

例 4 クライアントをインストールサービスに関連付ける

クライアントを特定のインストールサービスに関連付けるには、次のサンプルコマ
ンドを使用します。インストールサービスはすでに存在する必要があります。

# installadm create-client -b "console=ttya" \

-e 0:e0:81:5d:bf:e0 -n my-i386-service

この例のコマンドは、MACアドレスが 0:e0:81:5d:bf:e0のシステムにクライアン
ト固有の設定を作成します。このクライアントは、事前に設定された
my-i386-serviceというインストールサービス、およびそのサービスに関連付けら
れたネットイメージを使用します。このコマンドは、/etc/netbootにあるクライア
ント固有の menu.lstファイルにブートプロパティー console=ttyaを設定します。

例 5 デフォルトサービスを変更せずに新規インストールサービスを追加する

既存のサービスを保持し、既存のデフォルトを変更しないで、my-sparc-serviceと
いう新規サービスを追加するには、次のサンプルコマンドを使用します。

# installadm create-service -n my-sparc-service \

-s /export/isos/mysparc.iso \

-d /export/ai/mysparc-image

例 6 新規インストールサービスを追加してデフォルトサービスを変更する

既存のサービスを保持し、新規サービスを SPARCクライアントのデフォルトにし
て、my-sparc-serviceという新規サービスを追加するには、次の 2つのサンプルコ
マンドを使用します。

# installadm create-service -n my-sparc-service \

-s /export/isos/mysparc.iso \

-d /export/ai/mysparc-image

# installadm set-service \

-o aliasof=my-sparc-service default-sparc

例 7 カスタムのデフォルトAIマニフェストをインストールサービスに追加する
新規マニフェストを service_092910インストールサービスに追加して、サービス
のデフォルトマニフェストにするには、次のサンプルコマンドを使用します。マニ
フェストデータは my_manifest.xmlにあります。将来の installadmコマンドで
は、このマニフェストは my_manifestとして参照されます。
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例 7 カスタムのデフォルトAIマニフェストをインストールサービスに追加する (続き)

# installadm create-manifest -d -f my_manifest.xml \

-m my_manifest -n service_092910

例 8 派生したマニフェストスクリプトをインストールサービスに追加する

my_scriptという派生したマニフェストスクリプトを service_092910という既存の
インストールサービスに追加するには、次のサンプルコマンドを使用します。スク
リプトはマニフェストと同じ方法で追加されます。

# installadm create-manifest -f my_script.py \

-m my_script -n service_092910

派生したマニフェストスクリプトの作成方法についての詳細は、『Oracle Solaris 11
システムのインストール』を参照してください。

例 9 インストールサービスのデフォルトAIマニフェストを置換する

既存のインストールサービス service_092910のデフォルトマニフェストを、すでに
my_manifestとしてサービスに追加されているカスタムマニフェストに置換するに
は、次のサンプルコマンドを使用します。マニフェストは -m my_manifestを
create-manifestサブコマンドに指定することによって、サービスに追加されまし
た。

# installadm set-service -o default-manifest=my_manifest \

service_092910

例 10 インストールサービスを一覧表示する

ローカルサーバーにあるインストールサービスを一覧表示するには、次のサンプル
コマンドを使用します。

$ installadm list

Service Name Alias Of Status Arch Image Path

------------ -------- ------ ---- ----------

default-i386 sol-11-i386-svc on x86 /export/images/soli386

default-sparc sol-11-sparc-svc on Sparc /export/images/solsparc

sol-11-i386-svc - on x86 /export/images/soli386

sol-11-sparc-svc - on Sparc /export/images/solsparc

例 11 インストールサービスに関連付けられたクライアントを一覧表示する

ローカルサーバーにある特定のインストールサービスのクライアントを一覧表示す
るには、次のサンプルコマンドを使用します。

$ installadm list -c -n my-x86-service

Service Name Client Address Arch Image Path

------------ -------------- ---- ----------

my-x86-service 01:C2:52:E6:4B:E1 i386 /export/images/myimage
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例 12 インストールサービスに関連付けられたマニフェストを一覧表示する

ローカルサーバーにある特定のインストールサービスに関連付けられたマニフェス
トおよびスクリプトを一覧表示するには、次のサンプルコマンドを使用します。

$ installadm list -m -n my-x86-service

Manifest Status Criteria

-------- ------ --------

manifest2 arch = i86pc

mem = 4096 MB - unbounded

sparc_setup arch = sun4v

new_default Default (Ignored: mem = 2048 MB - 4095 MB)

orig_default Inactive None

この例では、次の出力が表示されます。

■ 条件付きのデフォルト以外のマニフェスト (manifest2)
■ 条件付きのデフォルト以外のスクリプト (sparc_setup)
■ 無視される条件付きのデフォルトマニフェスト (new_default )
■ 条件がないために非アクティブとマークされているデフォルト以外のマニ
フェスト (orig_default)

例 13 プロファイルを一覧表示する

ローカルサーバーにあるプロファイルを一覧表示するには、次のサンプルコマンド
を使用します。

$ installadm list -p

Service Name Profile

------------ -------

sparc2 myprofile.xml

myprofile2.xml

svc0817 profile3

svc0819 profile4.xml

newprofile

foo.xml

例 14 名前なしのカスタムAIマニフェストをインストールサービスに追加する

/export/my_manifest.xmlのマニフェストを、MACアドレスが aa:bb:cc:dd:ee:ff

に等しいという条件付きで svc1に追加するには、次のサンプルコマンドを使用し
ます。

# installadm create-manifest -f /export/my_manifest.xml \

-n svc1 -c MAC="aa:bb:cc:dd:ee:ff"
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例 14 名前なしのカスタムAIマニフェストをインストールサービスに追加する (続き)

この例では、マニフェストに名前属性が含まれないため、マニフェスト名はファイ
ル名から取得されます。

$ installadm list -m -n svc1

Manifest Criteria

-------- --------

my_manifest mac = AA:BB:CC:DD:EE:FF

例 15 カスタム名付きのカスタムAIマニフェストをインストールサービスに追加する

/export/my_manifest.xmlのマニフェストを、IPv4範囲が 10.0.2.100 - 10.0.2.199とい
う条件付きで svc1に追加するには、次のサンプルコマンドを使用します。

# installadm create-manifest -f /export/my_manifest.xml \

-n svc1 -m chosen_name \

-c IPV4="10.0.2.100-10.0.2.199"

この例では、マニフェスト名は -mオプションから取得されます。

$ installadm list -m -n svc1

Manifest Criteria

-------- --------

chosen_name ipv4 = 10.0.2.100 - 10.0.2.199

例 16 マニフェストに指定された名前付きのカスタムAIマニフェストを追加する

/export/manifest3.xmlのマニフェストを、メモリーが 2048 MB以上で、アーキテ
クチャーが i86pcであるという条件付きで svc1に追加するには、次のサンプルコマ
ンドを使用します。

# installadm create-manifest -f /export/manifest3.xml \

-n svc1 -c MEM="2048-unbounded" -c ARCH=i86pc

この例では、次の部分的なマニフェストで示すように、マニフェスト名はマニ
フェストの ai_instance要素の name属性から取得されます。

<auto_install>

<ai_instance name="my_name" />

</auto_install>

$ installadm list -m -n svc1

Manifest Criteria

-------- --------

my_name arch = i86pc

mem = 2048 MB - unbounded
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例 17 システム構成プロファイルをインストールサービスに追加する

/export/profile4.xml のプロファイルを、ホスト名のいずれかが
myhost1、host3、または host6であるという条件付きで svc1に追加するには、次の
サンプルコマンドを使用します。

# installadm create-profile -f /export/profile4.xml \

-n svc1 -p profile4 -c hostname="myhost1 host3 host6"

$ installadm list -p -n svc1

Profile Criteria

------- --------

profile4 hostname = myhost1 host3 host6

例 18 すべてのクライアントのシステム構成プロファイルを追加する

条件を指定しない場合、プロファイルは指定されたインストールサービスを使用す
るすべてのクライアントによって使用されます。次の例では、作成されたプロ
ファイルが svc1サービスを使用するすべてのクライアントによって使用されま
す。

# installadm create-profile -f /export/locale.xml -n svc1

$ installadm list -p -n svc1

Profile Criteria

------- --------

profile4 hostname = myhost1 host3 host6

locale

例 19 置換タグ付きのシステム構成プロファイルを追加する

プロファイルでは、置換タグを使用できます。置換タグは、ユーザーの環境
(environ(4)を参照)から、または create-profileサブコマンドの -cオプションで指
定された条件から取得されたカスタムクライアント構成情報のためのプレースホル
ダとして機能します。置換タグを使用すると、さまざまなシステム向けにプロ
ファイルファイルを再利用できます。次の例では、各プロファイルが -c条件オプ
ションから取得された hostname値で格納されます。

# installadm create-profile -p myhost1_hostname \

-f /export/hostname.xml -n svc1 -c hostname=myhost1

# installadm create-profile -p myhost2_hostname \

-f /export/hostname.xml -n svc1 -c hostname=myhost2

$ installadm list -p -n svc1

Profile Criteria

------- --------

myhost1_hostname hostname = myhost1

myhost2_hostname hostname = myhost2

hostname.xmlファイルには次の行が含まれます。

<propval name="nodename" value="{{AI_HOSTNAME}}"/>
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例 19 置換タグ付きのシステム構成プロファイルを追加する (続き)

create-profileコマンドは、myhost1_hostnameプロファイルに次の行が含まれるよ
うに置換します。

<propval name="nodename" value="myhost1"/>

同じ hostname.xml入力ファイルを使用すると、 myhost2_hostnameプロファイルに
次の行が含まれます。

<propval name="nodename" value="myhost2"/>

hostname条件が使用され、プロファイルに代入されたため、置換タグ
{{AI_HOSTNAME}}は create-profile呼び出しごとに異なる値で置換されます。置換
タグの使用についての詳細は、『Oracle Solaris 11システムのインストール』を参照
してください。

例 20 条件を既存のマニフェストに追加する

メモリーが 4096 MB以上であるという条件を svc1の manifest2の条件に追加するに
は、次のサンプルコマンドを使用します。

# installadm set-criteria -m manifest2 -n svc1 \

-a MEM="4096-unbounded"

例 21 既存のマニフェストに対する条件を置換する

svc1の manifest2の条件を /tmp/criteria.xmlファイルに指定された条件で置換す
るには、次のサンプルコマンドを使用します。

# installadm set-criteria -m manifest2 -n svc1 \

-C /tmp/criteria.xml

条件XMLファイルの内容についての詳細は、『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』を参照してください。

例 22 開発中にプロファイルファイルを検証する

myprofdir/myprofile.xmlおよび herprofdir/herprofile.xmlファイルに格納された
プロファイルを開発中に検証するには、次のサンプルコマンドを使用します。

# installadm validate -P myprofdir/myprofile.xml \

-P herprofdir/herprofile.xml -n svc1

例 23 プロファイルの内容をエクスポートする

サービス svc1のプロファイル myprofile.xmlをエクスポートするには、次のサンプ
ルコマンドを使用します。

$ installadm export -p myprofile -n svc1

installadm(1M)

システム管理コマンド 47

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=IOSUI
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=IOSUI
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=IOSUI


例 24 既存のAIマニフェストの内容を置換する

マニフェスト名 (またはAIインスタンス名)が specのサービス svc2のマニフェスト
を、/home/admin/new_spec.xmlファイルのマニフェストの内容に置換するには、次
のサンプルコマンドを使用します。

# installadm update-manifest -n svc2 \

-f /home/admin/new_spec.xml -m spec

例 25 既存のAIマニフェストをエクスポートして更新する

サービス svc2の specという既存のマニフェストのデータをエクスポートし、その
マニフェストを変更済みの内容で更新するには、次のサンプルコマンドを使用しま
す。

$ installadm export -n svc2 -m spec -o /home/admin/spec.xml

/home/admin/spec.xmlの変更を行います。

# installadm update-manifest -n svc2 \

-f /home/admin/spec.xml -m spec

次の終了ステータスが返されます。

0 コマンドは正常に処理されました。

>0 エラーが発生した。

属性についての詳細は、マニュアルページの attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 install/installadm

インタフェースの安定性 不確実

aimanifest(1M), sysconfig(1M), dhcp(5), dhcpd(8), smf(5), service_bundle(4),
ai_manifest(4), environ(5)

『Oracle Solaris 11システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを
使用したインストール」

『Oracle Solaris 10 JumpStartからOracle Solaris 11自動インストーラへの移行』

終了ステータス

属性

関連項目

installadm(1M)

Oracle Solaris 11インストールマニュアルページ • 最終更新日 2012年 2月 20日48

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29116attributes-5
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29114sysconfig-1m
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29116dhcp-5
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29116smf-5
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E23824&id=REFMAN4service-bundle-4
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=dsc&id=/app/docs/doc/E29116environ-5
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=IOSUIuseaipart
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=IOSUIuseaipart
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E26924&id=MFJAI


js2ai –自動インストーラ (AI)で使用するための JumpStartルールおよびプロファイ
ルの変換

js2ai [-h | --version]

js2ai -r | -p profile_name [-d jumpstart_dir]
[-D destination_dir] [-lSv]

js2ai -s [-d jumpstart_dir]
[-D destination_dir] [-Sv]

js2ai -V manifest

js2aiは、Oracle Solaris 10 JumpStartの rules、プロファイル、および syscfg構成
ファイルを、自動インストーラ (AI)と互換性がある形式に変換するための
ユーティリティーです。このユーティリティーは最適な方法で、AIコンテキスト
に変換可能な JumpStartキーワードを変換します。この変換で JumpStartと完全に 1
対 1で対応するものは作成されませんが、あとで JumpStart構成ファイルから収集
された情報に基づいて、完全なAI構成設定を作成するためのテンプレートとして
使用できるAIマニフェストおよびシステム構成プロファイルのエントリが提供さ
れます。

js2aiを使用すると、次の操作を実行できます。

■ 現在の作業用ディレクトリにおける rulesファイルおよび関連付けられたプロ
ファイルの処理。

■ 指定されたディレクトリにおける rulesファイルおよび関連付けられたプロ
ファイルの処理。

■ 特定のプロファイルまたは sysidcfgファイルの処理。

■ 生成された出力ファイルの特定のディレクトリへの送信。js2ai出力ファイルに
ついての詳細は、「使用例」および「ファイル」のセクションを参照してくだ
さい。

表 1 JumpStartルールのキーワード変換

JumpStartルールの
キーワード AI条件のキーワード

arch cpu

hostaddress ipv4

karch arch

memsize mem

model platform

network ipv4

名前

形式

機能説明

ルールの
キーワードを変換
する
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js2aiでサポートされていない JumpStartルールのキーワード:

any installed

disksize osname

domainname probe

hostname totaldisk

表 2 JumpStartプロファイルのキーワード

JumpStartプロファイルの
キーワード 注意事項

boot_device rootdiskは、事前に root_deviceキーワードで設定されていない場
合、指定されたデバイスに設定されます。

fdisk disk_nameの値はデバイスにする必要があります。allのデバイスはサ
ポートされていません。fdiskタイプは solarisにする必要がありま
す。サイズ 0または deleteはサポートされていません。

partitioningが defaultであり、rootdiskが設定されていない場合
は、検出された 1番目の fdisk solarisパーティションが rootdiskとし
て使用されます。

filesys 指定されたマウントポイントが /または swapの場合は、ローカルおよ
びミラー化されたファイルシステムがサポートされます。

サイズの検証は実行されません。このマニフェストを使用したインス
トールに成功するには、生成されたAIマニフェストに指定されたサイ
ズを調整する必要がある場合があります。

install_type 値 initial_installのみがサポートされています。

locale 変換は実行されません。指定されたロケールがOracle Solaris 11でサ
ポートされていることを確認してください。

パッケージ 指定されたパッケージをOracle Solaris 11のパッケージに変換しようと
試みられます。パッケージの場所の指定はサポートされていませ
ん。パッケージの検索には、非常に長い時間がかかる可能性がありま
す。プロファイルにパッケージの長形式のリストが含まれる場合
は、変換プロセス中に --localフラグを使用できます。

partitioning サポートされているタイプは defaultおよび explicitです。JumpStart
とは異なり、partitioning defaultが指定された場合は、js2aiで認識
されるディスクのみが使用されます。ディスクがどのキーワードでも
指定されていない場合は、生成されたプロファイルによって、使用す
るディスクを選択するようにAIに通知されます。

プロファイルの
キーワードを変換
する
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表 2 JumpStartプロファイルのキーワード (続き)
JumpStartプロファイルの
キーワード 注意事項

プール プロファイルでプールが指定されている場合は、指定されたデバイス
を使用して ZFSルートプールが作成されます。ZFSルートプールで使用
するデバイスを決定する際には、poolキーワードが他のすべての
キーワードに優先されます。

プールサイズ、スワップワイズ、またはダンプサイズの検証は実行さ
れません。このマニフェストを使用したインストールに成功するに
は、生成されたAIマニフェストでこれらのサイズを調整する必要があ
る場合があります。

root_device rootdiskは指定されたデバイスに設定されます。

system_type 値 standaloneのみがサポートされています。

usedisk 指定されたデバイスは、変換中に anyまたは rootdiskデバイスを解決
するために使用される場合があります。ZFSルートプールがミラー化
されていない場合は、この目的で使用されない指定されたデバイス
が、そのプールに追加されます。

js2aiでサポートされていない JumpStartプロファイルのキーワード:

archive_location geo

backup_media layout_constraint

bootenv local_customization

client_arch metabd

client_root no_master_check

client_swap no_content_check

cluster num_clients

dontuse patch

forced_deployment

プロファイルの変換中にシステムのルートディスクを決定する方法

プロファイルの変換プロセス中は、js2aiはプロファイルが参照する実際のシステ
ムにアクセスしないため、js2aiはできる限り JumpStartと一致するプロセスを使用
して、変換中にルートディスクを決定しようとします。

js2aiツールは次のステップを実行して、ルートディスクで使用するデバイスを決
定します。

手順 アクション

1 プロファイルで root_deviceキーワードが指定されている場合、js2aiは rootdiskをス
ライスが存在するデバイスに設定します。
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手順 アクション

2 rootdiskが設定されておらず、プロファイルで boot_deviceキーワードが指定されてい
る場合、js2aiは rootdiskをブートデバイスに設定します。

3 rootdiskが設定されておらず、partitioning defaultが指定され、solaris fdiskエント
リが指定されている場合、js2aiは rootdiskを指定された disk_nameに設定します。

4 rootdiskが設定されておらず、プロファイルで filesys cwtxdysz size /エントリが指定
されている場合、js2aiは rootdiskをそのエントリで指定された cwtxdyszディスクに設
定します。

5 rootdiskが設定されておらず、プロファイルで usedisk disk_nameエントリが指定され
ている場合、js2aiは rootdiskをそのエントリで指定された disk_nameディスクに設定
します。

6 rootdiskが設定されておらず、プロファイルで次の指定が見つかった場合 (sizeは 0ま
たは deleteでなく、disk_nameは allでない)、rootdiskはこの disk_nameに設定されま
す。

fdisk disk_name solaris size

7 rootdiskが設定されていない場合、デバイスが rootdiskとして指定されたオカレンス
で変換エラーが生成されます。

プロファイルの変換中に任意のデバイスを変換する方法

js2aiツールは次のステップを実行して、anyキーワードが指定されているときに
使用するデバイスを決定します。

手順 アクション

1 anyデバイスが指定されていて、キーワードアクション (ミラー化されていない
pool、または /マウントポイントを使用した filesys)が指定されている場合、anyデバ
イスが rootdiskに設定されます (rootdiskが設定されている場合)。

2 anyデバイスが変換されておらず、usedisk文がプロファイル内に存在する場合、anyデ
バイスが usedisk文で指定されたデバイスに設定されます。

3 anyデバイスが変換されておらず、anyデバイスが指定されたアクションによって ZFS
ルートプールが作成される場合、AIはそのデバイスを選択します。ミラー化された
プールが指定されている場合、これは適用できません。

プロファイルの変換中にZFSルートプールを決定する方法

js2aiツールは次のステップを実行して、ZFSルートプールで使用するデバイスを
決定します。ZFSルートプールが決定されると、その後に検出される定義がすでに
決定されている ZFSルートプールと競合する場合、エラーとしてフラグが設定され
ます。
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手順 アクション

1 プロファイルで poolキーワードが指定されている場合、js2aiは ZFSルートプールを
poolキーワードで指定されたデバイスに設定します。

2 ZFSルートプールが決定されておらず、プロファイルでマウントポイント /を使用して
filesysが指定された場合、ZFSルートプールは指定されたデバイスを使用して作成さ
れます。

3 ZFSルートプールが決定されておらず、プロファイル内のすべてのキーワードが処理さ
れ、rootdiskが設定されている場合、ZFSルートプールは rootdiskデバイスを使用し
て作成されます。

4 ZFSルートプールが決定されておらず、パーティションタイプが defaultの場合、AIは
ZFSルートプールで使用するデバイスを選択します。

5 ZFSルートプールが決定されておらず、処理中にエラーが発生しなかった場合、AIは
ZFSルートプールで使用するデバイスを選択します。

6 ZFSルートプールがミラー化されたプールではなく、指定された 1つ以上の usediskデ
バイスが rootdiskデバイスまたは anyデバイスの変換で使用されていない場合、これ
らのディスクが ZFSルートプールに追加されます。

表 3 JumpStart sysidcfgキーワード

sysidcfgキーワード 注意事項

keyboard 変換は実行されません。sysidcfgファイルで指定されたキーボードが
Oracle Solaris 11でサポートされていることを確認してください。

name_service 値 None、DNS、NIS、および LDAPがサポートされています。NIS+
ネームサービスはNISとして変換されます。

network_interface 単一のインタフェースのみがサポートされています。PRIMARYのサ
ポートは制限されています。sysidcfgファイルで指定された 1番目の
インタフェースのみが処理されます。

root_password 変換は必要ありません。

security_policy 値 Noneがサポートされています。

service_profile 値 limited_netがサポートされています。

system_locale 変換は実行されません。sysidcfgファイルで指定されたロケールが
Oracle Solaris 11でサポートされていることを確認してください。

terminal 変換は実行されません。sysidcfgファイルで指定された端末タイプが
Oracle Solaris 11でサポートされていることを確認してください。

timeserver 値 localhostがサポートされています。

timezone 変換は必要ありません。

js2aiでサポートされていない JumpStart sysidcfgキーワード:

sysidcfgキーワード
を変換する
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nfs4_domain

js2aiコマンドには次のオプションがあります。これらのオプションの使用につい
ては、「使用例」のセクションで説明します。

-h、--help

使用法のヘルプメッセージを表示します。

--version

js2aiユーティリティーのバージョン番号を表示します。

-d jumpstart_dir、- -dir jumpstart_dir
rulesファイルおよびプロファイルファイル、または sysidcfgファイルの場所を
指定します。

-D destination_dir、- -dest destination_dir
出力ファイルの場所を指定します。

-l、--local

JumpStartプロファイルでの packageキーワード値に相当する Image Packaging
System (IPS)の値を検索する場合は、IPSパッケージリポジトリのパッケージでは
なく、ホストシステムにインストールされている IPSパッケージを検索します。

-p profile_name、- -profile profile_name
指定された JumpStartプロファイルを変換し、処理されたプロファイルに対応す
るマニフェストを生成します。この場合、条件ファイルは必要ないか、または生
成されません。

-r、--rule

ルールおよび関連付けられたプロファイルを変換し、処理されたプロファイルご
とにマニフェストを生成します。

-s、--sysidcfg

sysidcfgファイルを処理し、その結果を sc_profile.xmlに出力します。

-S、--skip

検証をスキップします。

-v、--verbose

処理中に発生したアクションに関する詳細を表示します。

-V filename
指定したAIマニフェストファイルまたは SMFシステム構成プロファイルファイ
ルを検証します。AI条件の検証はサポートされていません。

js2aiツールは、変換中に 1つ以上のエラーが発生するとエラーレポートを生成し
ます。

# js2ai -r

Process Unsupported Conversion Validation

Name Warnings Errors Items Errors Errors

オプション

エラーレポート
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-------- -------- ------- ----------- ---------- ----------

rules 0 0 2 0 -

profile1 0 0 0 2 1

Conversion completed. One or more failures occurred.

For errors see ./js2ai.log

レポートには、js2aiでエラーが発生したファイルごとに 1つのエントリが含まれ
ます。エラーが発生しない場合でもエラーレポートを生成するには、- vまたは
--verboseを指定します。

レポートでは、どのファイルでどのタイプのエラーが発生したのかが報告されま
す。定義されるエラーのタイプは、警告、処理エラー、サポート外項目、変換エ
ラー、および検証エラーの 5つです。

警告
このメッセージの項目は修正する必要がありません。たとえば、ホスト名や root
パスワードなどの情報が指定されなかったため、デフォルト値が使用される旨の
警告メッセージを受信する場合があります。

処理エラー
このエラーは、js2aiがファイルまたはファイル内の行を処理できなくなる問題
を指します。通常、処理エラーはファイルに構文エラーがある場合に発生しま
す。

サポート外項目
この項目は、js2aiでサポートされていない行を指します。キーワードに関連付
けられた値を変更すると、このエラーが発生しなくなる場合があります。

変換エラー
このエラーは、js2aiが行を処理できなくなる状況を指します。これらのエ
ラーを手動で修正するか、または問題のある行をファイルから削除するようにし
てください。

検証エラー
このエラーは、AIで使用されるスキーマ定義に対して生成されたマニフェスト
を検証したときに発生するエラーを指します。マニフェストがAIで使用される
前に、これらのエラーを修正する必要があります。

js2ai.logファイルには、どの行でどのエラーが発生したのかが示されます。

# cat js2ai.log

rules: line 4: unsupported keyword: disksize

rules: line 4: unsupported keyword: installed

net924_sun4c: line 4: unsupported keyword: cluster

net924_sun4c: line 5: unsupported keyword: num_clients

net924_sun4c: line 6: unsupported keyword: client_swap

net924_sun4c: line 7: unsupported keyword: client_arch

upgrade: line 1: unsupported value for ’install_type’ specified: upgrade
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マニフェストの検証エラーが発生した場合、次の例で示すように、js2ai.log

ファイルには検証エラーを含むログファイルへのポインタが含まれます。

Validation Errors:

profile1: manifest validation of

./AI_profile1/profile1.xml failed.

For details see ./AI_profile1/profile_validation.log

ルールおよびプロファイルの変換で推奨される方針

JumpStartとAIとの間には 1対 1の変換は存在しません。次のステップは、変換を
実行するための一般的な手順を提供します。

1. js2aiユーティリティーは、発生したエラーへのフラグ設定を試みます。ただ
し、js2aiでは、変換されるルール、プロファイル、および sysidcfgファイルが
有効であることが前提となっています。

2. rules、プロファイル、および syscfg構成ファイルの JumpStart構成ディレクト
リを、install/installadmパッケージがインストールされているOracle Solaris 11
システムにコピーします。

3. ステップ 2でOracle Solaris 11システムにコピーした JumpStart構成ディレクトリ
で、js2ai変換ツールを実行します。

# js2ai -rS

このコマンドは、rulesファイルおよび rulesファイルによって参照されるプロ
ファイルで変換操作を実行します。rulesファイルで参照される各プロファイル
は、AIクライアントプロビジョニングマニフェスト
(/usr/share/auto_install/manifest/default.xml )に対して処理されます。この
ステップでは、JumpStart rulesファイルで指定されたプロファイルごと
に、AI_profile_nameという名前のディレクトリを作成します。AI_profile_name
ディレクトリには、変換されたプロファイルごとに 1つ以上のAIマニフェスト
が profile_name${arch}.xmlの形式で含まれています。詳細は、「ファイル」の
セクションを参照してください。

-Sオプションは検証処理をスキップします。検証はステップ 5で実行されま
す。

4. 「Successfully completed conversion」というメッセージが出力された場合は、ス
テップ 5にスキップします。それ以外の場合は、js2ai.logファイルを検査し
て、次のステップに従います。

a. 処理エラーを修正します。
b. rulesファイルおよびプロファイルファイルから、サポート外項目として一
覧表示されたすべての行を削除します。

c. 変換エラーを検査して、可能な場合はエラーを修正します。それ以外の場合
は、エラーの原因となっている行を削除します。

d. 警告メッセージを検査して、修正が必要ないことを確認します。

変換の方針
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e. 処理中のエラー、サポート外項目、および変換エラーが報告されなくなるま
で、ステップ 3を繰り返します。

5. -Sオプションを指定せずに js2aiを再実行します。

# js2ai -r

処理されたプロファイルのいずれかで検証エラーが発生した場合は、生成され
たAIマニフェストを手動で修正する必要があります。失敗の詳細につい
て、js2ai.logファイルを検査します。AIマニフェストについての詳細は、AI
のドキュメントを参照してください。

6. この JumpStart構成に関連付けられた sysidcfgファイルを変換します。

sysidcfgファイルごとに、次のコマンドを実行します。

# js2ai -sS -d sysidcfg_dir

このステップは、処理された sysidcfgファイルごとに、sc_profile.xmlという
名前のAIシステム構成プロファイルファイルを、js2aiコマンドが起動された
ディレクトリに作成します。sc_profile.xmlファイルに別のディレクトリを指
定するには、-Dオプションを使用します。

7. 「変換は正常に完了しました」というメッセージが出力された場合は、ス
テップ 8にスキップします。それ以外の場合は、js2ai.logファイルを検査し
て、次のステップに従います。

a. 処理エラーを修正します。
b. sysidcfgファイルから、サポート外項目として一覧表示されたすべての行を
削除します。

c. 変換エラーを検査して、可能な場合はエラーを修正します。それ以外の場合
は、エラーの原因となっている行を削除します。

d. 警告メッセージを検査して、修正が必要ないことを確認します。
e. 処理中のエラー、サポート外項目、および変換エラーが報告されなくなるま
で、ステップ 6を繰り返します。

8. -Sオプションを指定せずに js2aiを再実行します。

# js2ai -s -d sysidcfg_dir

処理された sysidcfgファイルのいずれかで検証エラーが発生した場合は、結果
となるAIシステム構成プロファイルを手動で修正する必要があります。失敗の
詳細について、js2ai.logファイルを検査します。システム構成プロファイルに
ついては、AIのドキュメントを参照してください。

9. js2ai変換プロセスが完了しました。結果となる条件、AIマニフェスト、および
システム構成プロファイルファイルの手動検証を実行します。Oracle Solaris 11
インストールのディスク容量の要件は、Oracle Solaris 10インストールで必要な
ディスク容量とは異なります。AIマニフェスト内で割り当てられたディスク容
量がOracle Solaris 11の要件を満たしていることを確認します。
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10.新しく生成されたファイルを使用するようにAIを構成します。新しく生成され
た条件、AIマニフェスト、およびシステム構成プロファイルファイルを既存の
AIインストールサービスに追加します。
マニフェストを選択するための条件付きで各AIマニフェストを追加するに
は、create-manifestサブコマンドを指定した installadmコマンドを使用しま
す。各クライアントは、1つのAIマニフェストのみを使用できます。

# installadm create-manifest -n ai_service_name \

-f manifest_file -m manifest_name \

-C criteria_file

構成プロファイルを選択するための条件付きで各プロファイルを追加するに
は、create-profileサブコマンドを使用します。各クライアントは、1つ以上の
システム構成プロファイルを使用できます。

# installadm create-profile -n ai_service_name \

-f profile_file -p profile_name \

-C criteria_file

AIインストールサービスの構成についての詳細は、AIのドキュメントおよび
installadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

例 1 JumpStart構成を処理する

次のコマンドは、現在のディレクトリで JumpStartのルールおよびプロファイルを
処理します。出力は、このディレクトリにも配置されます。

# js2ai -r

例 2 特定の JumpStartディレクトリを処理する

次のコマンドは、指定されたディレクトリから JumpStartのルールおよびプロ
ファイルを処理し、同じディレクトリに出力ファイルを配置します。

# js2ai -r -d /export/jumpstart

出力ファイルについての詳細は、例 4および「ファイル」のセクションを参照して
ください。

例 3 特定の JumpStartディレクトリおよび個別のインストール先ディレクトリでプロファイ
ルを処理する

次のコマンドは、/export/jumpstartディレクトリから JumpStartの rulesファイル
およびプロファイルファイルを処理し、/export/outputに出力ファイルを配置しま
す。

# js2ai -p profile1 -d /export/jumpstart -D /export/output

例 4 指定されたルールおよびそのプロファイルの入力例および生成された出力

ルール:

使用例
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例 4 指定されたルールおよびそのプロファイルの入力例および生成された出力 (続き)

arch sparc && karch sun4u && \

model ’SUNW,Serverblade1’ - profile -

プロファイル:

install_type initial_install

pool mypool auto auto auto c1t0d0s0

変換コマンド:

# js2ai -r -d /jumpstart -D /tmp/output

出力ファイル:

/tmp/output/AI_profile/profile.x86.xml

/tmp/output/AI_profile/profile.sparc.xml

/tmp/output/AI_profile/criteria-1.xml

rulesファイルにCPUタイプが SPARCと指定されている場合でも、2つのマニ
フェストファイル (SPARCと x86で 1つずつ)が作成されます。変換プロセス中
は、ルールとプロファイルは相互に独立して処理されます。

例 5 生成されたファイルをAIインストールサービスに追加する

この例では、例 4で生成されたファイルを使用して、マニフェストおよび条件を既
存のサービスに追加します。

ファイル:

/tmp/output/AI_profile/profile.sparc.xml

/tmp/output/AI_profile/criteria-1.xml

installadmコマンド:

# installadm create-manifest -n svc-name \

-f /tmp/output/AI_profile/profile.sparc.xml \

-m sparc_profile \

-C /tmp/output/AI_profile/criteria-1.xml

例 6 sysidcfgファイルを処理する

次のコマンドは、現在のディレクトリで sysidcfgファイルを処理し、同じディレ
クトリに結果となる SMFシステム構成プロファイルを sc_profile.xmlとして出力
します。

# js2ai -s
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次の終了ステータスが返されます。

0 すべてのファイルが正常に処理されました。

>0 エラーが発生した。

output_directory/AI_${ profile_name}
プロファイルに関連付けられた新しいAI構文に変換されたすべての対応する
ファイルが含まれるディレクトリ。

output_directory/AI_${ profile_name}.${arch}.xml
プロファイルを変換した結果として作成されるマニフェストファイル。 ${arch}
には、3つの値 sparc、x86、または genericのいずれかを指定できま
す。${profile_name}.generic.xml 形式のマニフェストファイルを使用して、x86
と SPARCの両方のシステムをインストールできます。

output_directory/AI_${ profile_name}/criteria-rule_number.xml
生成された criteria-rule_number.xmlファイルは rulesファイル内のルールに対
応し、rule_numberは rulesファイル内での場所に基づいたルール番号です。こ
の条件ファイルは、installadmコマンドの -Cオプションで使用できます。

複数のルールで同じプロファイルを指定できるため、各ディレクトリに複数の条
件ファイルが存在できますが、 ${profile_name} のインスタンスは 1 つのみで
す。各出力ディレクトリには、${arch}.xml ファイルが存在する必要がありま
す。

注 – -pオプションが使用される場合は、処理されるプロファイルに対して条件
ファイルが生成されません。条件ファイルは、-rオプションを指定して使用さ
れた場合にのみ生成されます。

output_directory/js2ai.err
このファイルには、処理中に発生した予期しない状況のスタックトレースが含ま
れています。通常、このファイルは作成されません。

output_directory/js2ai.log
このファイルには、処理されたファイルおよび処理中に見つかったエラーのログ
が含まれています。

output_directory/sc_profile.xml
このファイルは、-sオプションを使用して sysidcfgファイルを変換する際に生
成される SMFシステム構成プロファイルです。

属性についての詳細は、マニュアルページの attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 install/js2ai

インタフェースの安定性 不確実

終了ステータス

ファイル

属性

js2ai(1M)
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installadm(1M), pkg(1)

『Oracle Solaris 10 JumpStartからOracle Solaris 11自動インストーラへの移行』

『Oracle Solaris 11システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを
使用したインストール」

関連項目

js2ai(1M)
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ai_manifest –自動インストールマニフェストファイル形式

/usr/share/install/ai.dtd.1

自動インストーラ (AI)は、カスタマイズ可能でハンズフリーのOracle Solarisのイン
ストールメカニズムを提供し、インストールパラメータの説明としてXMLベース
のファイル形式を使用します。このインストールパラメータファイルはAIマニ
フェストと呼ばれます。インストールは、ディスクの配置やシステムにインス
トールされるソフトウェアなど、さまざまな方法でカスタマイズできます。

AIマニフェストには、次のセクションがあります。

■ 自動インストール設定。インストール時に使用される設定を指定します。

■ ディスクの配置。インストールのディスクの配置を指定します。

■ ソフトウェア。インストールするソフトウェアパッケージを指定します。

■ ブート構成 (x86のみ)。GRUBブートメニューの構成方法を指定します。
■ その他の構成。システムにインストールするその他の構成コンポーネントを指
定します。

これらのセクションについて、次により詳しく説明します。

新しいAIマニフェストを作成するには、テンプレートまたは関連インストール
サービスイメージからのデフォルトのマニフェストのコピーを使用します。たとえ
ば、インストールサービスイメージが imagepathにある場合、次のファイルを使用
できます。

imagepath/auto_install/manifest/default.xml
このインストールサービスの元のデフォルトのAIマニフェスト。

imagepath/auto_install/manifest/ai_manifest.xml
カスタマイズの例を含む注釈付きのサンプルAIマニフェスト。

installadm exportコマンドを使用して、インストールサービスにすでに存在する
マニフェストのコピーを取得できます。

AIマニフェストは、zoneadm installコマンドを使用した非大域ゾーンのインス
トールにも使用されます。このコマンドにAIマニフェストファイルを渡し
て、ゾーンのインストールをカスタマイズできます。非大域ゾーンのインストール
には、AIマニフェストの指定のサブセットのみが適用されます。これらの指定に
ついて、次のセクションで説明します。

AIマニフェストを補足して、Service Management Facility (SMF)構成プロファイルが
あります。これらのプロファイルは、ホスト名、ネットワーク、ルートおよび初期
ユーザーアカウント設定などのインストールされるシステムのシステム構成を指定
します。

名前

形式

機能説明

ai_manifest(4)
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インストールサービス、AIマニフェスト、および構成プロファイルの詳細につい
ては、installadm(1M)マニュアルページおよび『Oracle Solaris 11システムのインス
トール』のパート III「インストールサーバーを使用したインストール」を参照し
てください。構成プロファイルのファイル形式については、smf(5)を参照してくだ
さい。

ai_instance要素には次の属性があります。

name このマニフェストインスタンスの名前。

http_proxy インストール時にリモートファイルにアクセスするために使う
HTTPプロキシ。インストール時にアクセスされるリモートファイ
ルの例には、Image Packaging System (IPS)パッケージリポジトリ内
のソフトウェアパッケージがあります。http_proxy の値
は、http://myproxy.mycompany.com:8080/などのHTTP URIです。

この属性は、非大域ゾーンのインストール時に適用できず、指定し
た場合には無視されます。

auto_reboot インストール後に自動的にリブートするかどうかを指定するフラ
グ。auto_rebootのデフォルト値は falseです。auto_rebootが
falseの場合、インストールは、手動のリブートを待機します。

auto_rebootが trueの場合、インストールの成功時に、新しくイン
ストールされたブート環境でマシンが自動的にリブートします。

この属性は、非大域ゾーンのインストール時に適用できず、指定し
た場合には無視されます。

次の例に ai_instance要素の使用方法を示します。

<auto_install>

<ai_instance name=’default’ auto_reboot=’true’

http_proxy=’http://myproxy.mycompany.com:8080/’>

<!-- target and software sections -->

</ai_instance>

</auto_install>

AIでは、インストール先の完全な自動選択から、ディスクの配置の詳細な制御ま
で、幅広くディスクを指定できます。

自動インス
トール設定

ディスクの配置

ai_manifest(4)
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target要素はディスクの配置を指定します。target要素を指定していない場合のデ
フォルトのディスクの配置は、次の特性があります。

■ 1つのディスク全体が、Oracle Solaris OSのインストールに使われます。この
ディスクは通常ブートディスクまたは最初のディスクです。

■ x86の場合、ディスクのすべての内容を使用する fdiskパーティションが割り当
てられます。fdiskパーティションの詳細については、fdisk(1M)マニュアル
ページを参照してください。

■ SPARCのディスクのフルサイズであり、x86の fdiskパーティションのフルサイ
ズである単一スライス 0が割り当てられます。

■ 完全なスライス 0を使用する単一のルートプールが作成されます。
■ 領域を使用できる場合、スワップボリュームとダンプボリュームがルート
プールに作成されます。

target要素は次の構造になります。

<!-- zero or one target element -->

<target>

<!-- zero or more disk elements -->

<disk ...>

</disk>

<logical ...>

<!-- zero or more zpool elements -->

<zpool ...>

</zpool>

</logical>

</target>

target要素の子要素を使用して、ディスクと論理配置を指定できます。

ディスクの指定は、非大域ゾーンのインストール時に適用できず、指定した場合に
は無視されます。

一部のディスクの配置要素には、sizeサブ要素があります。size要素は次の形式に
なります。

<size val="size" start_sector="start_sector"/>

start_sector値は、新しいパーティションやスライスの目的の開始セクターを指定す
る数値です。start_sector属性が省略されている場合、インストーラは指定された
sizeを格納するために十分な大きさの最初の場所を検索します。

sizeの値は、次のいずれかの接尾辞の付いた数値です。

■ sまたは sec:セクター
■ b:バイト
■ kまたは kb:キロバイト (2 10)

ai_manifest(4)
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■ mまたは mb:メガバイト (2 20)
■ gまたは gb:ギガバイト (2 30)
■ tまたは tb:テラバイト (2 40)
■ pまたは pb:ペタバイト (2 50)
■ eまたは eb:エクサバイト (2 60)
■ zまたは zb:ゼタバイト (270)

このセクションの残りでは、disk要素と logical要素について詳しく説明します。

Oracle Solaris OSをインストールするクライアント上の場所を指定しない場合、AI
はそのクライアントのデフォルトの場所を選択します。

インストールのデフォルトの場所は、各クライアント上で見つかった、サイズの要
件を満たす最初のディスクです。ディスクのサイズが必要なサイズ以上である場
合、インストーラは、そのディスクをインストールの場所として選択しま
す。ディスクのサイズが必要なサイズ未満である場合、インストーラは、次の
ディスクをチェックします。サイズの要件を満たすディスクが見つからない場
合、そのクライアントに対する自動インストールは失敗しま
す。/system/volatile/install_logにあるインストールログに、そのシステムの
ディスクの選択プロセスの詳細が示されます。

targetセクションの diskセクションはインストールの場所を指定します。

ディスクの指定は、非大域ゾーンのインストール時に適用できず、指定した場合に
は無視されます。

ディスクは、次のいずれかの選択条件のタイプを使用して選択できます。

■ グループ 1:ディスク名または IPアドレスなどの決定的条件。次の「ターゲット
デバイス名」で説明するように <disk_name>サブ要素を使用するか、次
の「ISCSIターゲットデバイス」で説明するように <iscsi>サブ要素を使用しま
す。

■ グループ 2:ディスクサイズやベンダーなどの非決定的条件。次の「ターゲット
デバイスのプロパティー」で説明するように <disk_prop>サブ要素を使用しま
す。

■ グループ 3: boot_diskキーワードなどのキーワード条件。次の「ターゲットデバ
イスのキーワード」で説明するように <disk_keyword>サブ要素を使用します。

これら 3つのグループのうち 1つのグループからの条件だけを指定できます。グ
ループ 2選択条件を使用する場合、複数の条件を指定できます。たとえば、サイズ
とベンダーの両方を指定できます。グループ 1選択条件を使用する場合、それらの
条件のうち 1つだけを指定できます。

ターゲットデバイス名

インストールの場
所

ai_manifest(4)
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disk_name要素を使用して、iSCSIデバイスでないデバイスのターゲットデバイス名
を指定します。disk_name要素には次の属性があります。

name name属性はターゲットデバイスの名前を指定します。

name_type name_type属性はターゲットデバイス名のタイプを指定しま
す。name_type属性は次のいずれかの値を持ちます。

ctd:コントローラターゲットディスク名
これは c0t0d0などのCTD名か、c0t2000002037CD9F72d0などの
MPXIO名です。この名前のタイプは、一般に format(1M)コマンド
を実行する場合に見られます。

<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>

これは、name_type属性が省略された場合のデフォルトの
ターゲットデバイス名のタイプです。

volid:ボリューム識別子
これは、format (1M)コマンドによって設定可能なボリューム識別
子です。

<disk_name name="MY_BOOT_DISK" name_type="volid"/>

devpath:デバイスパス
これは、/devicesディレクトリに相対的なデバイスパスです。

<disk_name

name="/devices/pci@0,0/pci10de,375@f/pci108e,286@0/disk@0,0"
name_type="devpath"/>

devid:デバイス識別子
これは、-iEnオプションを使用した iostat(1M)コマンドからの出
力の「Device Id」に見つかるデバイス識別子です。

<disk_name

name="id1,sd@TSun_____STK_RAID_INT____F0F0F0"
name_type="devid"/>

receptacle:受容体識別子
これは、-o cRオプションを使用した croinfo(1M)コマンドからの
出力で見つかるCRO (シャーシ、受容体、占有装置)構成からの受
容体値です。

<disk_name name="SYS/1" name_type="receptacle"/>

iSCSIターゲットデバイス

インストールターゲットとして iSCSIディスクを指定するには、iscsi要素を使用し
ます。iscsi要素には次の属性があります。

source source属性は、iSCSI構成データのソースを指定します。source属
性は、次のいずれかの値を持ちます。

ai_manifest(4)
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manifest

この値は、このAIマニフェストを示します。これは、source属
性に値が指定されていない場合のデフォルトです。

source属性が省略されているか、source属性の値が manifestで
ある場合、target_lun属性と target_ip属性が指定されている必
要があります。

dhcp

この値は、DHCP rootpathパラメータに情報を指定して、iSCSI
情報が提供されるDHCPの使用を示します。

source属性の値が dhcpの場合、ほかの iscsi属性を指定しない
でください。

<iscsi source="dhcp"/>

target_name target_name属性は、次の例に示すように、iSCSIターゲットの IQN
(iSCSI Qualified Name)または EUI (Extended Unique Identifier)を指定
します。

iqn.1986-03.com.sun:02:a4a694bc-6de2-ee50-8979-e25ba29acb86

target_name属性が指定されていない場合、AIはiscsiadm(1M)を
sendtargetsモードで使用します。

<iscsi target_lun="0" target_ip="192.168.1.34"/>

target_name属性が指定されていない場合、AIは静的検出を使用し
ます。

<iscsi target_name="iqn.1986-03.com.sun:02:a4a694bc-6de2-ee50-8979-e25ba29acb86"
target_lun="0" target_ip="192.168.1.34"/>

target_lun iSCSIターゲットで複数の LUNを提供している場合、target_lunに
整数値を指定して、使用する LUNを指定します。LUN番号は 0か
らインデックス付けされます。最初の LUNを指定するには、0の
target_lun値を指定します。

提供されている LUNが 1つだけの場合は、この属性を省略できま
す。

target_port 指定しない場合、デフォルトの 3260 (iSCSI標準ポート)の
target_portが使用されます。この属性を使用して、代替のポート
番号を指定できます。

target_ip この属性の値はサーバーの IPアドレスです。

<iscsi target_lun="0" target_ip="192.168.1.34"/>

ターゲットデバイスプロパティー

ai_manifest(4)
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ターゲットデバイスのプロパティーを指定するには、disk_prop要素を指定しま
す。複数のプロパティーを指定できます。AIは指定された条件に基づい
て、もっとも一致するものを見つけようとします。

disk_prop要素の属性を使用して、ターゲットプロパティーを指定しま
す。disk_prop要素には次の属性があります。

dev_type:デバイスタイプ
ターゲットディスクのタイプ。取り得る値には、SCSI、ATA、およびUSBがあ
ります。この値では、大文字と小文字は区別されません。

dev_vendor:デバイスベンダー
format(1M)コマンドの inquiryメニューオプションによって表示されるベン
ダー。

<disk_prop dev_vendor="Sun"/>

dev_chassis:デバイスシャーシ
-o cAオプションを使用した croinfo(1M)コマンドからの出力で見つかる CRO
(シャーシ、受容体、占有装置)構成からのシャーシ値。

<disk_prop dev_chassis="SYS"/>

dev_size:デバイスサイズ
ディスクの最小サイズ。値は数字とサイズの単位です。

<disk_prop dev_size="100gb"/>

disk_prop要素を使用して、ディスク検索をさらに制限するために、複数の属性を
同時に指定できます。次の例では、ディスクの選択を 100Gバイト以上のサイズの
Hitachiドライブに制限しています。

<disk_prop dev_vendor="HITACHI" dev_size="100gb"/>

ターゲットデバイスのキーワード

disk_keyword要素を使用して、システムのブートディスクをターゲットディスクと
して指定できます。

<disk_keyword key="boot_disk"/>

key属性でサポートされている値は boot_diskのみです。

ディスクを配置するもっとも簡単な方法は、whole_disk属性を trueに設定し
て、インストールにディスク全体を使用することです。

もっと複雑なディスクの配置の場合は、パーティション (x86システムの場合のみ)
とスライスを指定できます。

disk要素には次の属性があります。

ディスク、
パーティション、
スライス全体

ai_manifest(4)
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whole_disk この属性のデフォルト値は falseです。whole_diskが falseの場
合、パーティションまたはスライスを定義する必要があります。既
存のパーティションまたはスライスの action属性に delete値を指定
して、それらを削除しないかぎり、パーティションまたはスライス
が保持されます。

whole_diskが trueの場合、既存のパーティションまたはスライスの
action属性に preserve値を指定して、それらを保持しないかぎ
り、パーティションまたはスライスが削除されます。

次の例では、インストールにディスク全体を使用することを指定し
ています。

<disk whole_disk="true">
<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

in_zpool in_zpool属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義され
ている ZFSプールにこのディスクをリンクします。in_zpool属性の
値は、対応する zpool要素の name属性の値に一致している必要があ
ります。

ここで、in_zpool属性を指定した場合、下位パーティションまたは
スライスに in_zpoolを指定しないでください。

in_vdev in_vdev属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義されて
いる仮想デバイスにこのディスクをリンクします。in_vdev属性の値
は対応する vdev要素の name属性の値に一致している必要がありま
す。

ここで、in_vdev属性を指定した場合、下位パーティションまたはス
ライスに in_vdevを指定しないでください。

パーティション

パーティションは x86システムにインストールする場合にのみ指定できま
す。SPARCシステムでパーティションを指定すると、インストールが失敗しま
す。partition要素には次の属性があります。

name name属性は fdiskパーティション番号です。値 1、2、3、および 4は
プライマリパーティションです。いずれかのプライマリ
パーティションが拡張パーティションの場合、値 5から 32を論理
パーティションに指定できます。

指定した actionが use_existing_solaris2でないかぎり、name属性が
必要です。

action action属性は、次のいずれかの値を持ちます。
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create

これはパーティションのデフォルトのアクションです。createア
クションは、指定した名前でパーティションを作成するようにイ
ンストーラに指示します。同じ名前のパーティションがすでに存
在する場合、その既存のパーティションが最初に削除されます。

delete

deleteアクションは、名前付きのパーティションを削除するよう
にインストーラに指示します。名前付きのパーティションが存在
しない場合、deleteアクションはスキップされ、警告メッセージ
が出力されます。

preserve

preserveアクションは、名前付きパーティションを変更しないで
おくようにインストーラに指示します。このアクションは、一般
に、別のオペレーティングシステムが同じディスク上の別の場所
にインストールされている場合に使われます。

use_existing_solaris2

use_existing_solaris2アクションは、既存の Solaris2
パーティションを使うようにインストーラに指示します。インス
トーラは、既存の Solaris2パーティションを検索します。

use_existing_solaris2を指定した場合、name属性と part_type属
性が無視されます。

part_type part_typeは fdiskパーティションタイプです。デフォルト値は 191
で、Solaris2パーティションのパーティションタイプです。可能な
パーティションタイプの詳細については、fdisk(1M)コマンドを参照
してください。

in_zpool in_zpool属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義されて
いる ZFSプールにこのパーティションをリンクします。in_zpool属性
の値は、対応する zpool要素の name属性の値に一致している必要があ
ります。

in_zpool属性を指定する場合、関連 disk要素または下位の slice要
素に in_zpoolを指定しないでください。

in_vdev in_vdev属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義されて
いる仮想デバイスにこのパーティションをリンクします。in_vdev属
性の値は対応する vdev要素の name属性の値に一致している必要があ
ります。

in_vdev属性を指定する場合、関連 disk要素または下位の slice要素
に in_vdevを指定しないでください。
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パーティションには、パーティションのサイズを指定する sizeサブ要素を指定で
きます。size要素の使用方法の詳細については、「ディスクの配置」の初めを参照
してください。

次の例では、デフォルトの属性値を使用して、10Gバイトの Solaris2
パーティションを作成しています。

<disk>

<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>
<partition name="1">

<size val="10gb"/>
</partition>

</disk>

サイズを指定しない場合、親要素のサイズが使われます。

preserve、delete、および use_existing_solaris2アクションでは sizeの指定は必
要ありません。

スライス

x86システムの場合、パーティション定義内に、スライスが含まれている必要があ
ります。

slice要素には次の属性があります。

name name属性はスライス番号です。値は 0 - 7です。

action action属性は、次のいずれかの値を持ちます。

create これはスライスのデフォルトのアクションです。create

アクションは、指定した名前でスライスを作成するよう
にインストーラに指示します。同じ名前のスライスがす
でに存在する場合、その既存のスライスが最初に削除さ
れます。

delete deleteアクションは、名前付きのスライスを削除するよ
うにインストーラに指示します。名前付きのスライスが
存在しない場合、deleteアクションはスキップされ、警
告メッセージが出力されます。

preserve preserveアクションは、名前付きスライスを変更しない
でおくようにインストーラに指示します。このアク
ションは、一般にデータが前のインストールから存在す
る場合に使用します。

is_swap この属性のデフォルト値は falseです。is_swapが falseの場合、イン
ストーラはルートプールにスワップボリュームを作成します。
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is_swapが trueの場合、名前付きスライスがスワップデバイスとして
使われます。is_swapが trueの場合、in_zpool属性または in_vdev属
性を使用しないでください。

force この属性のデフォルト値は falseです。

forceが trueの場合、インストーラはすでに使用中の可能性があるス
ライス (たとえば、既存の ZFSストレージプールで使われているスライ
スなど)を無視して、名前付きのスライスに指定されたアクションを実
行し続けます。

in_zpool in_zpool属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義されて
いる ZFSプールにこのスライスをリンクします。in_zpool属性の値
は、対応する zpool要素の name属性の値に一致している必要がありま
す。

in_zpool属性を指定する場合、関連 partition要素または disk要素に
in_zpoolを指定しないでください。

in_vdev in_vdev属性は、AIマニフェストの logicalセクションに定義されてい
る仮想デバイスにこのスライスをリンクします。in_vdev属性の値は対
応する vdev要素の name属性の値に一致している必要があります。

in_vdev属性を指定する場合、関連 partition要素または disk要素に
in_vdevを指定しないでください。

スライスには、スライスのサイズを指定する sizeサブ要素を指定できます。size

要素の使用方法の詳細については、「ディスクの配置」の初めを参照してくださ
い。サイズを指定しない場合、親要素のサイズが使われます。

次の例では、SPARCシステムに、デフォルトの属性値を使用した 20Gバイトのスラ
イスと、4Gバイトのスワップスライスを作成しています。

<disk>

<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>
<slice name="0">

<size val="20gb"/>
</slice>

<slice name="1" is_swap="true">
<size val="4gb"/>

</slice>

</disk>

次の例は、x86システムの例と同じです。

<disk>

<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>
<partition name="1">

<slice name="0">
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<size val="20gb"/>
</slice>

<slice name="1" is_swap="true">
<size val="4gb"/>

</slice>

</partition>

</disk>

スワップスライスは、上述の「スライス」に示すように、slice要素の is_swap属
性を trueに設定して明示的に定義できます。

プール内のボリュームは、上述の「ZFSボリューム」に示すように、zvol要素の
use属性を swapまたは dumpに設定して、スワップボリュームまたはダンプボ
リュームとして明示的に定義できます。

デフォルトで、スワップボリュームとダンプボリュームは、領域が使用できれば自
動的に作成されます。

メモリーが少ないシステムでは、ボリュームは少量のメモリーオーバーヘッドが発
生するため、スワップスライスの方がスワップボリュームより好ましい場合があり
ます。

スワップまたはダンプを明示的に指定し、スワップボリュームまたはダンプボ
リュームが自動的に作成されないようにする場合、logical要素の次の属性を true

に設定します。

noswap この属性のデフォルト値は falseです。noswapが falseの場合、領域が
あれば、インストーラは自動的にルートプールにスワップボリュームを
作成します。

noswapが trueの場合、スワップボリュームは自動的に作成されません。

nodump この属性のデフォルト値は falseです。nodumpが falseの場合、領域が
あれば、インストーラは自動的にルートプールにダンプボリュームを作
成します。

nodumpが trueの場合、ダンプボリュームは自動的に作成されません。

targetセクションの logicalセクションを使用して、任意の数の ZFSストレージ
プールを指定します。

logical要素の zpoolサブ要素を使用して、複数のプールを定義できます。これら
のプールのうち 1つだけをルートプールにできます。複数のルートプールを定義す
ると、インストールが失敗します。

zpool要素で、AIマニフェストにルートプールを定義し、ターゲットディス
ク、パーティション、またはスライスを定義しない場合、上述の「インストールの

スワップとダンプ

ZFSストレージ
プール
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場所」で説明されているとおりに、インストーラがターゲットを選択します。この
選択は自動的にルートプールに割り当てられます。

ターゲットディスク、パーティション、またはスライスをAIマニフェストに指定
している場合、zpoolをこれらのディスク、パーティション、またはディスクの少
なくとも 1つに関連付ける必要があります。この関連付けを作成するには、disk要
素、partition要素、または slice要素の in_zpool属性を使用します。

zpool要素には次の属性があります。

name これは新しいプールの名前です。この値は、zpool createコマンド
に渡すことができる名前にする必要があります。

この名前は、ディスク、パーティション、またはスライスを zpool

の構成要素デバイスとして定義する場合に、disk、partition、また
は slice要素の in_zpool属性の値として使用されることがありま
す。

action action属性は、次のいずれかの値を持ちます。

create

これは、zpoolのデフォルトのアクションです。createアク
ションは、指定した名前でプールを作成するようにインストーラ
に指示します。

delete

deleteアクションは、名前付きのプールを削除するようにインス
トーラに指示します。

preserve

preserveアクションは、名前付きプールを変更しないでおくよう
にインストーラに指示します。このアクションは、非ルート
プールにのみ指定できます。

action属性の値は、次の場合に、preserveにする必要がありま
す。

■ 下位のいずれかの filesystemの action属性の値が preserveで
ある。

■ 下位のいずれかの zvolの action属性の値が preserveである。
■ 下位のいずれかの zvolの action属性の値が use_existingであ
る。

use_existing

use_existingアクションは、既存のルートプールをインストール
するようにインストーラに指示します。既存のボリュームまたは
ファイルシステム (データセット)が保持されます。
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is_root この属性のデフォルト値は falseです。is_rootが falseの場
合、データプールが定義されます。

is_rootが trueの場合、名前付きプールに新しいブート環境が作成
されます。

mountpoint mountpoint属性は、プールの最上位ファイルシステムのマウントポ
イントを指定します。デフォルトのマウントポイントは /poolname
です。マウントポイントは絶対パスにする必要があります。

新しいプールの ZFSプロパティーを設定するには、pool_options要素を使用しま
す。同様に、自動作成された ZFSデータセットの ZFSプロパティーを設定するに
は、dataset_options要素を使用します。pool_options要素と dataset_options要素
には、optionサブ要素があります。各 option要素には、name属性と value属性があ
ります。これらの名前と値のペアで設定されたプロパティーは、zpool(1M)コマン
ドで適用されるものと同じ制限を受けます。次の例に、これらのプロパティーの設
定方法を示します。

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">
<pool_options>

<option name="listsnaps" value="on"/>
<option name="delegation" value="off"/>

</pool_options>

<dataset_options>

<option name="atime" value="on"/>
<option name="compression" value="on"/>

</dataset_options>

</zpool>

</logical>

プールには、任意の数の仮想デバイス冗長グループ (vdev要素)、ZFSデータセット
(filesystem要素)、または ZFSボリューム (zvol要素)を定義できます。プールに
ブート環境 (be要素)を指定できます。次のセクション
で、vdev、filesystem、zvol、および be要素について説明します。

仮想デバイス冗長グループ

zpoolのサイズまたは構造を定義するには、vdev要素を使用します。それぞれ異な
る冗長タイプの複数の vdev要素を指定できます。

zpoolに複数の vdev要素が含まれている場合、in_zpool属性で定義されている
disk、partition、または slice要素で、in_vdev属性を使用する必要があります。

vdev名がAIマニフェスト全体で一意の場合は、ディスク、パーティション、また
はスライスの in_zpool属性を省略できます。
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zpoolに含まれる vdev要素が 1つだけの場合、disk、partition、または sliceの
in_vdev属性を省略できます。

vdev要素には次の属性があります。

name これは新しい vdevの名前です。

この名前は、ディスク、パーティション、またはスライスを vdevの
構成要素デバイスとして定義する場合に、disk、partition、または
slice要素の in_vdev属性の値として使用する必要があります。

redundancy redundancy属性は、次のいずれかの値を持ちます。

mirror

これがデフォルト値です。redundancyが mirrorであるか、指定さ
れていない場合、含まれるすべてのデバイスが相互にミラーであ
るとみなされます。

raidz、raidz1、raidz2、raidz3

これらのいずれかの値を持つグループ内のデバイスは、RAIDZグ
ループの定義に使われます。

spare

このグループ内のデバイスは、障害発生時のホットスペアとみな
されます。

cache

このグループ内のデバイスは、プールのキャッシュを提供しま
す。

log、logmirror

このグループ内のデバイスはログに使用されます。logmirrorを
指定した場合、デバイスはミラーです。

none

redundancyが noneの場合、冗長性は定義されません。複数のデバ
イスがこのグループに含まれている場合、これらのデバイスはス
トライプ化されます。

ルートプールは、次のいずれかの構成としてのみ定義できます。

■ デバイスが 1つで redundancyタイプが none。この構成では、複数
のデバイスがサポートされません。

■ デバイスが複数で redundancyタイプが mirror。

vdevにデバイスを追加するには、disk、partition、または slice要素の in_zpool

属性と in_vdev属性を使用します。次の例では、2つのディスクでミラー化される
rpoolというルートプールを指定します。
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<disk whole_disk="true" in_zpool="rpool" in_vdev="mirrored">
<disk_name name="c0t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

<disk whole_disk="true" in_zpool="rpool" in_vdev="mirrored">
<disk_name name="c1t0d0" name_type="ctd"/>

</disk>

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">
<vdev name="mirrored" redundancy="mirror"/>

</zpool>

</logical>

参照しているプールや仮想デバイスが明確な場合、in_zpool属性または in_vdev属
性のいずれかを省略できます。

ファイルシステム (データセット)

ZFSプール内に ZFSファイルシステムまたはデータセットを定義するに
は、filesystem要素を使用します。

filesystem要素には次の属性があります。

name これは、zpoolに対して相対的な、新しい filesystemの名前で
す。たとえば、rpoolという名前の zpool内の filesystemの名前が
exportである場合、ZFSデータセット名は rpool/exportになりま
す。

filesystemの in_be属性が trueの場合、この名前はブート環境の
ルートデータセットに相対的になります。

action action属性は、次のいずれかの値を持ちます。

create これは、filesystemのデフォルトのアクションで
す。createアクションは、指定した名前でファイルシ
ステムを作成するようにインストーラに指示します。

delete deleteアクションは、名前付きのファイルシステムを
削除するようにインストーラに指示します。

preserve preserveアクションは、名前付きファイルシステムを
変更しないでおくようにインストーラに指示しま
す。filesystemに preserveを指定する場合、関連付け
られた zpoolに preserveを指定する必要があります。

mountpoint mountpoint属性は、新しいファイルシステムのマウントポイントを
指定します。マウントポイントを指定しない場合、ファイルシステ
ムはその親からマウントポイントを継承します。

in_be この属性のデフォルト値は falseです。in_beが falseの場合、新し
いデータセットがすべてのブート環境で共有されます。
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in_beが trueの場合、各ブート環境内にこの新しいデータセットの
個別のコピーが作成されます。in_beが trueの場合、name属性の値
はブート環境のルートデータセットに相対的になります。

filesystemに ZFSデータセットプロパティーを設定するには、optionsサブ要素を
使用します。編集可能な任意の ZFSファイルシステムプロパティーを設定できま
す。filesystemの options要素の使い方は、下の例に示すように、zpoolの
dataset_options要素の使い方に似ています。

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">
<filesystem name="export">

<options>

<option name="compression" value="off"/>
<option name="dedup" value="on"/>

<options>

</filesystem>

</zpool>

</logical>

子 filesystemは親 filesystemに設定されているプロパティーが明らかに異なって
設定されていないかぎり、そのプロパティーを継承します。これは ZFSファイルシ
ステムのデフォルトの動作です。

ZFSボリューム

ZFSプール内に ZFSボリュームを定義するには、zvol要素を使用します。zvolは一
般に、スワップデバイスまたはダンプデバイスに使用しますが、ほかの用途もあり
ます。

zvol要素には次の属性があります。

name これは、新しい ZFSボリュームの名前です。

action action属性は、次のいずれかの値を持ちます。

create これは、zvolのデフォルトのアクションです。create

アクションは、指定した名前で ZFSボリュームを作成
するようにインストーラに指示します。

delete deleteアクションは、名前付きのボリュームを削除す
るようにインストーラに指示します。

preserve preserveアクションは、名前付き zvolを変更しないで
おくようにインストーラに指示します。zvolに
preserveを指定する場合、関連付けられた zpoolに
preserveを指定する必要があります。
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use_existing この値をスワップデバイスまたはダンプデバイスに指
定した場合、既存のボリュームが再利用されます。zvol

に use_existingを指定する場合、関連付けられた zpool

に preserveを指定する必要があります。

use use属性は、次のいずれかの値を持ちます。

none これがデフォルト値です。useが noneの場合、zvolが作成され
ますが、インストール時には使用されません。

swap useが swapの場合、zvolが作成され、スワップデバイスとして
使用されます。zvolはインストール時にもスワップデバイスと
して使用されます。

dump useが dumpの場合、zvolが作成され、ダンプデバイスとして使
用されます。zvolはインストール時にもダンプデバイスとして
使用されます。

zvolのサイズを指定するには、sizeサブ要素を使用します。size要素の使用方法
の詳細については、「ディスクの配置」セクションの初めを参照してください。

zvolに ZFSボリュームオプションを設定するには、optionsサブ要素を使用しま
す。zvolの options要素の使い方は、下の例に示すように、zpoolの
dataset_options要素の使い方に似ています。

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">
<zvol name="swap">

<options>

<option name="compression" value="off"/>
<options>

</zvol>

</zpool>

</logical>

ブート環境

インストール時のブート環境の作成方法を指定するには、be要素を使用します。

be要素には、1つの属性があります。

name これは、インストーラによって作成される新しいブート環境の名前で
す。be要素を指定しない場合、このブート環境のデフォルトの名前
は、solarisになります。

インストーラはブート環境サブシステムによって提供されている自動名前付け機能
を利用します。既存のターゲット領域にインストールする場合 (たとえば、ゾーン
のインストール時)、be要素の name属性によって指定された名前のブート環境がす
でに存在する可能性があります。指定したブート環境名がすでに存在する場合、こ
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の名前は新しい名前を生成するためのベースとして使われます。たとえば、beを指
定せず、solarisという名前のブート環境がすでに存在する場合、新しいブート環
境には、solaris-nという名前が付けられます。ここで、nは、すでに存在してい
ないブート環境名を形成するためのカウント順の先頭の整数です。

ブート環境は、ZFSデータセットとして作成され、ZFSプロパティーを設定できま
す。ブート環境に ZFSプロパティーを設定するには、次の例に示すよう
に、optionsサブ要素を使用します。

<logical>

<zpool name="rpool" is_root="true">
<be name="installed_be">

<options>

<option name="compression" value="on"/>
<option name="dedup" value="on"/>

<options>

</be>

</zpool>

</logical>

software要素はインストールするソフトウェアを指定します。softwareセクション
は、次の情報を指定します。

■ ソフトウェアソースのタイプ
■ ソースの場所
■ インストールまたはアンインストールするソフトウェアパッケージの名前
■ インストールするオプションのソフトウェアのコンポーネント
■ イメージプロパティー
■ IPSリポジトリにアクセスするために必要な SSLキーと証明書

software要素には次の属性があります。

name これは softwareインスタンスの名前です。この名前はこのAIマニフェス
トのすべての softwareインスタンスの中で一意である必要があります。

type これは、ソフトウェアソースのタイプです。

type属性は、次のいずれかの値を持ちます。typeを指定しない場合のデ
フォルト値は IPSです。
■ IPS: IPSパッケージリポジトリ
■ P5I: IPSパッケージファイル
■ SVR4: SVR4パッケージ
■ CPIO: cpioアーカイブ

software要素には次の属性があります。

<!-- one or more software elements -->

<software>

ソフトウェア
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<!-- zero or one destination element

This element is only used when type is IPS or P5I.

-->

<destination>

<!-- image properties and

optional software components

-->

</destination>

<!-- one or more source elements

IPS type: only one source element

-->

<source>

<!-- one or more publisher or dir elements

IPS, P5I, and SVR4 types:

one or more publisher/origin elements

CPIO types: one or more dir elements

-->

</source>

<!-- zero or more software_data elements

At least one software_data element must have an

action of install.

P5I type: zero software_data elements

-->

<software_data>

<!-- one or more name elements -->

</software_data>

</software>

type属性を指定しない場合のデフォルトのインストールタイプは IPSです。

タイプ IPSのインストールの場合、単一の source要素のみを指定できます。

source要素を使用して、パッケージのインストールに使用するパブリッシャーを指
定します。複数のパブリッシャーを指定できます。各パブリッシャーには少なくと
も 1つの起点が必要です。各パブリッシャーには複数の起点とミラーを指定できま
す。

AIマニフェストにパブリッシャーが定義されている順番で、インストールする IPS
パッケージのパブリッシャーが検索され、インストールされたシステムにパブ
リッシャーが設定されます。

非大域ゾーンをインストールする場合、ゾーンによってシステムリポジトリが使用
されます。AIマニフェストに指定されたパブリッシャーは、システムリポジトリ
によって提供されたパブリッシャーの後に、AIマニフェスト内の順番で追加され
ます。システムリポジトリの詳細については、pkg(1)および pkg.sysrepo(1m)を参
照してください。

IPSインストール
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次の例では、複数のパブリッシャーを指定しており、そのうちの 1つにミラーと起
点があります。

<software type="IPS">
<source>

<publisher name="solaris">
<origin name="http://pkg.oracle.com/solaris/release"/>
<mirror name="http://localpkg.mycompany.com/solaris"/>

</publisher>

<publisher name="internal-software">
<origin name="http://internalsoft.mycompany.com/"/>

</publisher>

</source>

</software>

software_data要素を使用して、インストールまたはアンインストールする
パッケージを指定します。action属性は、次の 2つのうちいずれかの値を持ちま
す。

install nameサブ要素に指定されている IPSパッケージをインストールしま
す。action属性が指定されていない場合は、これがデフォルトになり
ます。少なくとも 1つの software_data要素に、インストールのアク
ションが必要です。

uninstall nameサブ要素に指定されている IPSパッケージを削除します。

action属性のその他の値は、IPSインストールでサポートされていません。

次の例に示すように、これらのアクションごとに、name要素に 1つ以上の
パッケージを指定できます。

<software_data> <!-- defaults to install action -->

<name>pkg:/entire</name>

<name>pkg:/group/system/solaris-large-server</name>

</software_data>

<software_data action="uninstall">
<name>pkg:/unwanted/pkg</name>

</software_data>

.p5iファイルは、IPSパブリッシャー、パッケージ、ミラーなどを記述するファイ
ルです。

1つ以上の .p5iファイルを処理するように指定するには、次の例に示すよう
に、publisher要素に起点としてファイルを指定します。

<software type="P5I">
<source>

<publisher>

<origin name="/somewhere/image1.p5i"/>

P5Iインストール
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<origin name="/somewhere/image2.p5i"/>
</publisher>

</source>

</software>

このAIマニフェストに、IPSタイプソフトウェアセクションもない場合、.p5i

ファイルに起点が指定されていることを確認してください。

インストールするパッケージの指定は、P5Iインストールでサポートされていませ
ん。そのため、software_data要素はタイプ P5Iの software要素でサポートされま
せん。

SVR4転送の場合、SVR4パッケージサブディレクトリまたは SVR4パッケージ
データストリームファイルを格納するディレクトリを、ファイルディレクトリパス
または FILE URIを使用して指定する必要があります。SVR4パッケージデータスト
リームファイルはHTTP URIを使用して指定することもできます。

<software type="SVR4">
<source>

<publisher>

<origin name="/somedir"/>
</publisher>

</source>

</software>

software_data要素は、実行されるアクションを指定するために使用しま
す。action属性は、次の 2つのうちいずれかの値を持ちます。

install ソースからファイルを新しいブート環境にコピーします。action属性
が指定されていない場合は、これがデフォルトになります。少なくと
も 1つの software_data要素に、インストールのアクションが必要で
す。

uninstall 新しいブート環境からファイルを削除します。

action属性のその他の値は、SVR4インストールではサポートされていません。

次の例に示すように、これらのアクションごとに、name要素に 1つ以上の
パッケージを指定できます。

<software type="SVR4">
<source>

<publisher>

<origin name="/somedir"/>
</publisher>

</source>

<software_data> <!-- defaults to install action -->

<name>ORGpackage1</name>

<name>ORGpackage2</name>

SVR4インストール
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</software_data>

<software_data action="uninstall">
<name>ORGpackage8</name>

</software_data>

</software>

CPIO転送の場合、ソースディレクトリを指定する必要があります。転送先ディレ
クトリは、インストール時の新しいブート環境のマウントポイントに設定されま
す。

<software type="CPIO">
<source>

<dir path="/somedir"/>
</source>

</software>

software_data要素は、実行されるアクションを指定するために使用しま
す。action属性は、次のいずれかの値を持ちます。

install ソースからファイルを新しいブート環境にコピーします。action属性
が指定されていない場合は、これがデフォルトになります。少なくと
も 1つの software_data要素に、インストールのアクションが必要で
す。

name要素を使用して、コピー元のファイルまたはディレクトリを指
定します。name要素に指定されるパスは、ソースに相対的になりま
す。

<software_data>

<!-- defaults to install action -->

<name>path/relative/to/source</name>

<name>another/path/relative/to/source</name>

</software_data>

uninstall 新しいブート環境からファイルを削除します。

name要素を使用して、削除されるファイルまたはディレクトリを指
定します。name要素に指定されるパスは、宛先に相対的になりま
す。

<software_data action="uninstall">
<name>path/relative/to/destination</name>

</software_data>

destination要素と imageサブ要素を使用して、次の情報を指定します。

■ インストールするオプションのソフトウェアのコンポーネント
■ イメージプロパティー
■ SSLキーおよび証明書

CPIOインストール

オプションのソフ
トウェアコン
ポーネントとイ
メージプロパ
ティー
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destinationセクションは、IPSおよび P5Iインストールタイプにのみ適用されま
す。destination要素には imageサブ要素を 1つだけ指定できます。

SSLキーおよび証明書

image要素の属性を使用して、クライアント SSL認証を使用するパブリッシャーに
必要な SSLキーおよび証明書を指定します。ここに指定したキーと証明書は、AIマ
ニフェストに最初に定義されているパブリッシャーに適用されます。

ssl_key この属性は、次の pkgコマンドにマップします。

pkg set-publisher -k ssl_key

ssl_key属性の値は ssl_keyです。pkg set-publisherコマンドの詳細に
ついては、pkg(1)マニュアルページを参照してください。

ssl_cert この属性は、次の pkgコマンドにマップします。

pkg set-publisher -c ssl_cert

ssl_cert属性の値は ssl_certです。

オプションのソフトウェアコンポーネント

インストールするオプションのソフトウェアコンポーネントを指定するに
は、image要素の facetサブ要素を使用します。ファセットは、個別のソフト
ウェアパッケージではありませんが、ロケール、ドキュメント、デバッグ情報を含
むファイルなどの開発ファイルなど、特定のソフトウェアパッケージのオプション
のコンポーネントです。たとえば、1つか 2つの言語のみをインストールするよう
に指定することで、領域を節約できます。IPSファセットの詳細については、pkg(1)
マニュアルページを参照してください。

facet要素には、ブール型の set属性と IPSファセットの名前の値があります。

<facet set="true|false">facet_name</facet>

次の例では、パッケージのドイツ語と英語のファセットのみをインストールするよ
うに指定しています。例では、まずロケールをインストールしないように指定
し、次に、ドイツ語と英語のロケールをインストールするように指定しています。

<destination>

<image>

<!-- de-select all locales -->

<facet set="false">facet.locale.*</facet>
<!-- specify specific locales to install -->

<!-- install German and English only -->

<facet set="true">facet.locale.de</facet>
<facet set="true">facet.locale.de_DE</facet>
<facet set="true">facet.locale.en</facet>
<facet set="true">facet.locale.en_US</facet>

ai_manifest(4)
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</image>

</destination>

イメージプロパティー

このインストールで作成する新しいイメージの IPSイメージプロパティーを指定す
るには、image要素の propertyサブ要素を使用します。

property要素には、ブール型の val属性とプロパティーの名前の値があります。

<property val="true|false">property_name</property>

設定できるプロパティーについては、pkg(1)マニュアルページの「イメージプロパ
ティー」セクションを参照してください。

AIマニフェストを使用して、インストール先のシステムのGRUBブートメ
ニューの構成方法を変更できます。

このセクションは、ゾーンのインストールには適用されず、非大域ゾーンのインス
トール時に無視されます。

GRUBブートメニューを変更するには、boot_mods要素と boot_entryサブ要素を使
用します。

boot_mods要素には次の属性があります。

title title属性の値は、この boot_mods要素の boot_entryサブ要素で指定さ
れたブートエントリのベースタイトルです。この属性値
は、/etc/releaseの先頭行またはインストールメディアから自動的に生
成される名前を上書きします。

timeout timeout属性の値は、この boot_mods要素のデフォルトの boot_entryが
選択されるまで待つ秒数です。

SPARCシステムでは、title属性のみを設定できます。SPARCシステムでは、この
セクションのその他のすべての設定が無視されます。

ブートメニューに 1つ以上のメニュー項目を追加するには、boot_entryサブ要素を
使用します。これらのメニュー項目は、インストーラによって自動的に生成される
メニュー項目に追加されます。

boot_entry要素には次の属性があります。

default_entry ブール値が trueに設定されている場合、このメニュー項目が
ブート時にデフォルトで選択されるオプションになります。この
属性のデフォルト値は falseです。

ブート構成 (x86
のみ)
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複数の boot_entry要素の default_entryが trueに設定されてい
る場合、それらの最後のエントリがブート時にデフォルトで選択
されるオプションになります。

insert_at この属性には、次の 2つのうちいずれかの値を設定できます。

end 生成されるブートメニューの末尾にエントリを配置し
ます。これがデフォルトの配置です。

start 生成されるブートメニューの先頭にエントリを配置し
ます。

boot_entryメニュー項目は、次のサブ要素によって定義されます。

title_suffix この要素は必須です。この要素は、boot_mods要素に指定されたタ
イトルの末尾に追加されるテキストを定義します。

kernel_args この要素は省略可能です。この要素は、ブートローダーによって
カーネルに渡される一連の値です。

次の例では、メニューの最後のエントリで、20秒後に自動的に選択される「Boot
Testing Default Boot Entry」というブートメニューエントリを指定しています。

<boot_mods title="Boot Testing" timeout="20">
<boot_entry default_entry="true">

<title_suffix>Default Boot Entry</title_suffix>

</boot_entry>

</boot_mods>

configuration要素は、非大域ゾーンの構成をサポートします。大域ゾーンシステ
ムをインストールする場合、大域ゾーンのインストール後に、AIマニフェストに
指定されたゾーン構成を使用して、非大域ゾーンがシステムにインストールされま
す。

configuration要素には次の属性があります。

type インストールする構成のタイプ。AIによってサポートされるタイプは
zoneのみです。

name 構成に指定される名前。この名前は、AIマニフェストのすべての構成要
素で一意である必要があります。タイプ zoneの構成の場合、この名前
は、ゾーンの zonenameとしても使われます。

source AIがこの構成要素の構成ファイルをダウンロードする場所。値はHTTP
または FILE URIの指定です。タイプ zoneの構成の場合、この値
は、zonecfg exportコマンドから生成されるゾーン構成ファイルを示し
ている必要があります。

次の指定では、zone1をインストールクライアントにインストールします。

その他の構成
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<configuration type="zone" name="zone1"
source="http://myserver.com/configs/zone1/config"/>

ゾーンの構成とインストールの詳細については、『Oracle Solaris 11システムのイン
ストール』の第 12章「ゾーンのインストールと構成」を参照してください。

/usr/share/auto_install/manifest/default.xml

カスタマイズなしのデフォルトのシステムインストールの指定。このAIマニ
フェストは、参考用にのみシステムに提供されています。新しいAIマニフェス
トを作成するには、関連インストールサービスイメージからこのファイルのコ
ピーを使用します。インストールサービスからこのファイルをコピーする方法に
ついては、「説明」セクションを参照してください。

/usr/share/auto_install/manifest/zone_default.xml

カスタマイズなしのデフォルトのゾーンインストール。このファイル
は、zoneadm installコマンドによって、非大域ゾーンをインストールするため
のデフォルトのマニフェストとして使われます。

/usr/share/auto_install/manifest/ai_manifest.xml

詳細がコメントアウトされているテンプレートAIマニフェスト。このファイル
は、実行可能ないくつかのカスタマイズの例を提供しています。このファイル
は、参考用にのみシステムに提供されています。新しいAIマニフェストを作成
するには、関連インストールサービスイメージからこのファイルのコピーを使用
します。インストールサービスからこのファイルをコピーする方法について
は、「説明」セクションを参照してください。

属性についての詳細は、マニュアルページの attributes(5)を参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 system/install/auto-install/auto-install-common

インタフェースの安定
性

不確実

installadm(1M), beadm(1M), pkg(1), grub(5), prtconf(1M), format(1M), zfs(1M),
zpool(1M), pkg.sysrepo(1m), smf(5), zoneadm(1M), zonecfg(1M)

『Oracle Solaris 11システムのインストール』のパート III「インストールサーバーを
使用したインストール」

ファイル

属性

関連項目
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dc_manifest –ディストリビューションコンストラクタのマニフェストファイルのカ
スタマイズ

次のマニフェストファイルを使用して、さまざまな Oracle Solaris イメージを構築できます。
これらのマニフェストは distribution-constructor パッケージに含まれます。

x86 Oracle Solaris LiveCD イメージを構築するには:

/usr/share/distro_const/dc_livecd.xml

x86 自動インストールイメージを構築するには:

/usr/share/distro_const/dc_ai_x86.xml

SPARC 自動インストールイメージを構築するには:

/usr/share/distro_const/dc_ai_sparc.xml

x86 テキストインストールイメージを構築するには:

/usr/share/distro_const/dc_text_x86.xml

SPARC テキストインストールイメージを構築するには:

/usr/share/distro_const/dc_text_sparc.xml

ディストリビューションコンストラクタ (DC)を使用して、Oracle Solarisインス
トールイメージを構築できます。

DC XMLマニフェストファイルは、ディストリビューションコンストラクタへの入
力として使用されます。これらのマニフェストは、ディストリビューションコンス
トラクタが構築するイメージを定義します。上記のリストごとに、異なるマニ
フェストを使用してさまざまな種類のイメージを構築できます。

イメージを構築するには、distro_constコマンドを使用します。これにより、コマ
ンド内のマニフェストファイルが参照されます。

イメージの仕様をカスタマイズする場合は、マニフェストファイルをコピーし、そ
のコピーをカスタマイズし、イメージを構築するときにそのコピーを distro_const

コマンドの入力として使用します。

少なくとも、マニフェスト内でターゲット要素を編集し、イメージを作成できる構
築領域の場所を指定する必要があります。また、ソフトウェア名要素を編集し、イ
メージの構築に必要なパッケージを含むパブリッシャーとリポジトリの場所を指定
する必要があります。

マニフェストには、次のプライマリ要素が含まれます。

注 –次に示されているデフォルトの要素と属性は、使用するマニフェストによって
異なります。

<distro name="Oracle_Solaris_Text_X86" add_timestamp="false">

この要素は、構築する予定のイメージに対してデフォルトの名前
Oracle_Solaris_Text_X86を指定します。この名前を使用するか、またはイメージに
対して一意の名前を指定できます。

名前

形式

機能説明

マニフェストセ
クション
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イメージの構築作業を続けて実行して複数の増分イメージを保持する場合、タイム
スタンプ変数を「true」に変更すると、タイムスタンプが各イメージの名前に自動
的に追加されます。

HTTPプロキシを指定する必要がある場合、プロキシ変数を含む配布名要素のコメ
ントを解除して、プロキシの場所を入力します。たとえば、次のように指定しま
す。

<distro name="Oracle_Solaris_Text_SPARC" add_timestamp="false"
http_proxy="http://example.com">

<boot_mods>

この要素は、イメージに適用されるブートメニュー変更を指定します。

次の例では、「myentry」というタイトルの特殊なブートメニューがイメージに適
用されます。タイムアウト属性は、デフォルトのブートエントリが自動的に有効に
されるまでの時間を指定します。

<boot_mods title="myentry" timeout="5">

新しいエントリごとに boot_entry要素を追加することで、ブートメニューエントリ
を個別に追加できます。エントリは、各ブートエントリの「start」また
は「end」の insert_at属性値に基づいた順序でブートメニューに順次追加されま
す。

注 –新しいエントリは、既存の「with magnifier」エントリの前に追加します。

個々の boot_entry要素については、次の例を参照してください。

<boot_entry>

<title_suffix>with screen reader</title_suffix>

<kernel_args>-B assistive_tech=reader</kernel_args>

</boot_entry>

この例ではタイトルサブ要素が含まれていないため、デフォルトが使用されま
す。デフォルトのタイトルは、/etc/releaseの先頭行です。

title_suffixは必須のサブ要素で、エントリのタイトルに追加されるテキスト文字列
です。オプションの kernel_argsサブ要素は、カーネル引数をブートローダーに渡し
ます。

boot_entry要素のオプションの属性には次のものがあります。

default_entry この属性を「true」に設定すると、このブートエントリがデフォル
トになります。複数のエントリが「true」に設定されている場
合、最後のエントリとして定義されたエントリによってそれ以前の
エントリは無効にされます。

insert_at 値を「start」または「end」に設定して、その他のブートエントリ
に対する挿入ポイントを示します。
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<target>

この要素は、構築に使用する ZFS構築データセットを定義します。このデータ
セットは、イメージが作成される場所です。有効なデータセットの場所を入力する
必要があります。

次の例を参照してください。

<target>

<logical>

<zpool action="use_existing" name="rpool">
<dataset>

<filesystem name="dc/sample-dataset-location"
action="preserve"/>

</dataset>

</zpool>

</logical>

</target>

<software name="transfer-ips-install">

このセクションでは、イメージ構築のためにダウンロードおよび使用する
パッケージをディストリビューションコンストラクタが取得できる場所を指定しま
す。

Image Packaging System (IPS)のパブリッシャーは、1つまたは複数のパッケージリポ
ジトリでパッケージを提供します。

このセクションのソース要素で、パブリッシャー名要素と起点名要素を編集し、使
用するパブリッシャーとパッケージリポジトリが存在する場所を指定します。複数
のパブリッシャーを一覧表示できます。ディストリビューションコンストラクタが
インストールするパッケージの検出を試みると、ここに一覧表示されている順序で
パブリッシャーが検索されます。

パブリッシャーのミラーを指定する必要がある場合は、ミラー名要素をコメント解
除して編集します。

次の例を参照してください。

<source>

<publisher name="publisher1">
<origin name="http://example.oracle.com/primary-pub"/>
<mirror name="mirror.example.com"></mirror>

</publisher>

<publisher name="publisher2">
<origin name="http://example2.com/dev/solaris"></origin>

</publisher>

<publisher name="publisher3.org">
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<origin name="http://example3.com/dev"></origin>
</publisher>

</source>

注 –この要素には、イメージの構築中に使用されるデータマウントポイントを指定
する宛先タグも含まれます。宛先属性の変更は推奨されません。

<software_data action="install">

インストール属性を持つこの software_data要素は、使用しているマニフェストに応
じて、特定の種類のイメージを構築するためにインストールされるパッケージの
セットを一覧表示します。たとえば、dc_livecd.xmlマニフェストは、Live CDイ
メージの構築に必要なパッケージを一覧表示します。

各名前タグは、1つのパッケージの名前、または多数のパッケージを含む 1つのグ
ループパッケージの名前を一覧表示します。

<software_data action="install" type="IPS">
<name>pkg:/entire</name>

<name>pkg:/server_install</name>

<name>pkg:/system/install/text-install</name>

<name>pkg:/system/install/media/internal</name>

</software_data>

イメージに追加するパッケージがある場合、パッケージごとに名前タグを追加する
ことによってパッケージ名を追加します。

デフォルトでは、指定されたリポジトリで利用できる最新のパッケージバージョン
がインストールされます。他のバージョンが必要な場合、次の形式を使用し
て「entire」参照にバージョン番号を追加します。

<name>pkg:/entire@0.5.11-0.build#</name>

利用できるバージョンを確認するには、次のコマンドを使用します。

# pkg list -af entire

注 –「entire」エントリは削除しないでください。「entire」は、複数のパッケージ
を管理するために使用される incorporationです。

<software_data action="uninstall" type="IPS">

アンインストール属性を持つ software_data要素は、個々のパッケージのアンインス
トールまたはグループパッケージ定義のアンインストールに使用できます。

次の例で、「server_install」は、多数の個別パッケージを含むグループパッケージ
の名前です。
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<software_data action="uninstall" type="IPS">
<name>pkg:/server_install</name>

</software_data>

グループパッケージはアンインストールできます。グループパッケージをアンイン
ストールしても、実際にアンインストールされるのはグループ定義だけです。その
グループの一部として以前にインストールされた個々のパッケージはアンインス
トールされません。ただし、グループパッケージをアンインストールせずに、それ
らの個々のパッケージをアンインストールできます。グループパッケージを保持す
ると、参照を継続する場合に役立つ可能性があります。

また、名前タグを使用して個々のパッケージをアンインストールすることもできま
す。アンインストールするパッケージをアンインストールセクションの終わりに追
加します。

<software name="set-ips-attributes">

ディストリビューションコンストラクタを使用して作成されたイメージでシステム
がインストールされるまで、この要素がそのシステムに影響を与えることはありま
せん。

ソース要素で、パブリッシャー名とオプションのミラー名のタグを使用して、ダウ
ンロードおよびインストールする追加パッケージにインストール済みシステムがア
クセスできる場所を指定します。次の例を参照してください。

<source>

<publisher name="solaris">
<origin name="http://pkg.oracle.com/solaris/release/"/>

</publisher>

</source>

<software name="ba-init">

この要素は、構築されるイメージのブートアーカイブに、インストールまたはアン
インストールされるファイルとディレクトリを一覧表示します。詳細は、マニ
フェストファイルのコメントを参照してください。

注意 –ブートアーカイブの内容を変更すると、システムがブートできなくなる可能
性があります。

<execution stop_on_error="true">

マニフェストの実行要素は、イメージ作成処理中に実行される一連のチェックポイ
ントを一覧表示します。チェックポイントは、このセクションに一覧表示された順
序で実行されます。デフォルトのインストールイメージの構築に必要なデフォルト
のチェックポイントは、各マニフェストに含まれています。
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各チェックポイント名タグには、チェックポイントスクリプトが存在する場所を指
定するmod-path属性が含まれています。

特定のチェックポイントで構築処理の一時停止と再開を制御するに
は、distro_const(1M)コマンドオプションを使用します。

一部のチェックポイントタグには、デフォルト値を持つ引数が含まれています。詳
細は、マニフェストのコメントを参照してください。

イメージの構築中に使用されるカスタムスクリプトを作成する場合、スクリプトの
場所を指し示すチェックポイント名タグを追加する必要があります。

カスタムスクリプトを指し示す新しいチェックポイント名タグを追加する方法につ
いては、次の例を参照してください。

あるユーザーが、デフォルトの transfer-ips-checkpointの後に構築処理で実行するカ
スタムスクリプト /tmp/myscript.shを作成します。

この新しいスクリプトを指し示すには、transfer-ips-checkpoint名のあとで次のタグ
をマニフェストに追加して、新しいスクリプトを指し示します。

<checkpoint name="custom-script"
desc="my new script"
mod_path="solaris_install/distro_const/checkpoints/custom_script"
checkpoint_class="CustomScript">
<args>/tmp/myscript.sh arg1 arg2/{PKG_IMAGE_PATH}</args>

</checkpoint>

ここで、「arg1」と「arg2」は、スクリプトが取るオプションの引数です。

'{PKG_IMAGE_PATH}'または '{BOOT_ARCHIVE}'の値は、distro_constユーティリ
ティーによって、実行中にそれぞれ <ZFS Dataset>/build_data/pkg_imageまたは
<ZFS Dataset>/build_data/boot_archive に置き換えられます。

注 – DCマニフェスト内では、複数のカスタムスクリプトチェックポイントを指定
できます。各チェックポイントの名前は一意である必要があります。

<configuration name="pre-pkg-img-mod" type="sysconf"
source="/etc/svc/profile/generic_limited_net.xml">

マニフェスト内の構成名要素は、イメージ作成処理中にメディアに適用される SMF
サービスプロファイルを一覧表示します。これらの SMFサービスは、ブートされ
たメディア上で実行されるサービスと実行されないサービスを指定します。プロ
ファイルは、この要素内で指定された順序で適用されます。

この要素を変更することはほとんどありません。
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次の属性については、attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

使用条件 install/distribution-constructor package

インタフェースの安定性 開発中

distro_const(1M), pkg(1)

現在のリリースのOTNドキュメントライブラリの『カスタムOracle Solaris 11イン
ストールイメージの作成』。

属性

関連項目
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